
Ⅲ．「データで語る福岡の今・未来」資料集 

第１～１０回までのフォーラムでは、「データで語る福岡の今・未来」として、 
各回のテーマに関連のある福岡市に関する様々なデータを財団法人福岡アジア都市研

究所専門研究員である山下永子氏にご紹介いただきました。 
 各回における説明資料を掲載します。 
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「アジアのリーダー都市ふくおか！プロジェクト」

第１回キックオフフォーラム

福岡の未来を描くキーワード

-データで語る福岡の今・未来-

2011年6月18日

（財）福岡アジア都市研究所 専門研究員 山下永子

注：本資料の数量を表すコメント（○倍、○割、等）は、イメージを伝えやすくするために概数を用いている場合があります。
数字を引用される場合は、グラフ・数表中のデータを用い、出典先を記載の上ご使用ください。

http://f-shinvision.jp
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Ⅰ．地球・世界・日本の未来
（１）人口
（２）経済力
（３）購買力
（４）地球環境

Ⅱ．福岡の今と未来
（１）人口
（２）経済産業
（３）交流
（４）生活の質
（５）国際評価

Ⅲ．25年前を思い出しつつ、25年後を展望

０．データの構成
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Ⅰ．地球・世界・日本の未来（１）人口

●国連は、今日から2050年までの間に人口は70億人から93億人になると予測
そして、その98％は、開発途上や新興地域の都市部で増加

●25年後、2036年頃の世界人口予測は、87億人

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 (UN Population Division, World Population Prospects:The 2008
Revision, 2008を基に作成されたもの)

（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所による

世界人口は都市部で増加
地域別、発展段階別人口1950～2050年
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Ⅰ．地球・世界・日本の未来（２）経済力

●2050年、GDP世界一の座は中国に移り、２位に倍近い差
●米国は辛うじて２位を維持しているが、インドに抜かれそうに
●日本は８位、上位はBRICsなど新興国の独壇場に

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 (Goldman Sachs, BRICs and Beyond, 2007を基に作成されたもの)
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所によるもの
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5

Ⅰ．地球・世界・日本の未来（３）購買力

●2030年までに、低所得・中所得の国々から、新たに８億人の中間層が誕生（２００５年比）
そして、その約半数がアジア太平洋地域の国々から

ミドルクラスの国が急速に成長
低～中所得（4,000～17,000ドル/人）国の人口（購買力平価）
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資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 (World Bank, Global Economic Prospects,

2007を基に作成されたもの)

（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所による

6

Ⅰ．地球・世界・日本の未来（４）地球環境

●2050年までに温室効果ガスは52％増加し、地球の温度は1.7-2.4度上昇
その結果、インフラや穀物などに深刻なダメージ

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 (OECD, Environmental Outlook to 2030, 2008を基に作成されたもの)
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所によるもの
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Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口

●2025年ごろ、福岡市の人口はゆるやかな減少に転じるが、老化は勢いを増しながら進行
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資料：国勢調査（1985‐2005年）、★は国勢調査速報値（2010年）、福岡市による推計値（2010～2030年）
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Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口

●現在、福岡市は大都市の中でも若者（特に女性）が多く、活気があり華やかな都市だが
この25年間で、若者率は減少に推移
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12大都市の総人口に占める若者率（15歳～29歳）と女性の割合

資料：国勢調査（2005年）
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資料：国勢調査

（注）福岡市母数：1985年（N=1,160,440)、 1990年(N=1,237,062)、1995年(N=1,284,795)、

2000年(N=1,341,470)、2005年(N=1,401,279)
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Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口

●若者の多さを支えてきた大学・専門学校等高等教育の学生は、10年間で1万人（10％）減少
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*各種学校には一部高等教育機関以外のものも含む

資料：文部科学省（学校基本調査報告書）、教育委員会総務部企画課、

       総務企画局企画調整部統計調査課

（注）1995年までは「福岡市統計書」1997年以降は福岡市ホームページ

      公表のデータによる

（人）

（年）

2005年 2009年
2009年
-2005年

福岡市 82,920 77,583 -5,337

京都市 138,430 139,237 807

資料：学校基本調査

資料：京都市総合企画局情報化推進室情報統計担当

大学・大学院生・短期大学生の数
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Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口

●老人医療費が高い福岡市は、生産年齢人口が減少すると、高齢者を支えきれなくなる
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資料：厚生労働省「老人医療事業報告」平成19年度、住民基本台帳登録人口 平成19年
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）経済産業

●貿易額（輸出・輸入額）は、この25年で8.5倍、10年間で1.5倍
●博多港の国際海上コンテナ取り扱い個数は、この25年で16倍、乗降人員は15年で8倍
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資料：門司税関（外国貿易年表）

360,210

641,933

1,345,587

2,002,164

2,753,678

3,109,374

外国航路船舶乗降人員と国際海上コンテナ取扱個数の推移

845

507

202
100

48
83

204

363

567

760

0

200

400

600

800

1,000

1985 1988 1993 1998 2003 2008 （年）

0

200

400

600

800

（千人） （千TEU）

乗降人員(千人)

海上コンテナ取り扱い個数

１９９１年 高速船ビートル就航
２００８年 中国からのクルーズ船寄港開始

12

Ⅱ．福岡の今と未来（２）経済産業

●商業・サービス業の都市と言われているが、販売面積は増えているのに販売額は低迷
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）経済産業

●土地の価値は下降傾向のまま、商業地はピークの22％、住宅地は54％にまで低下

福岡市住宅地と商業地平均地価公示価格推移
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資料：福岡市公有財産課　国土交通省地価公示
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）経済産業

●新たなサービス産業、例えば知識（創造）産業は伸びているが、雇用の大創出にはまだ至らず
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資料（財）福岡アジア都市研究所（岡田允作成）
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）経済産業

●福岡市は、家計の黒字率・平均貯蓄額が低い都市、「どうにかなるさ気質」

資料：家計調査（家計収支編 二人以上の世帯）
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Ⅱ．福岡の今と未来（３）交流

●多彩多様な交流が、福岡の元気の源
●国際会議開催数は、10年で３倍に増加
●ホテルの客室数は25年で1.9倍、宿泊客は1.6倍
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福岡市のホテルおよび旅館客室数の推移
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資料：1985～1995年は福岡市衛生局保健部環境衛生課、
        1996～2009年は福岡市保健福祉局生活衛生部生活衛生課
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Ⅱ．福岡の今と未来（３）交流

●福岡市に住む外国籍の人の割合は増えてきているが、他の大都市と比べて見るとまだ低位
●はやくから「国際戦略」を展開する川崎と比べると、増加のスピードは鈍い

福岡市の外国人登録数推移
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資料：1985～2008年は大都市比較年報、2009年は法務省入国管理局調べ

総人口に占める外国人登録者の割合

4.6

3.9

3.0

2.9

2.9

2.2

2.1

1.7

1.4

1.2

1.0

0.5

0 2 4 6

大阪市

東京23区

名古屋市

京都市

神戸市

川崎市

横浜市

福岡市

広島市

北九州市

仙台市

札幌市

資料：人口は住民基本台帳、

外国人登録者数は法務省入国管理局調べ

（注）人口は2010年3月末、外国人登録者数は

2009年12月末を基準
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Ⅱ．福岡の今と未来（４）生活の質

●福岡市民の約9割は、福岡市は「住みやすく」「住み続けたい」都市⇒福岡大好き
●満足している点のトップ３は
1位 買い物の便利さ
2位 新鮮で美味しい食べ物の豊富さ
3位 自然環境の豊かさ

●不満足である点のワースト３は
1位 犯罪 （※1）
2位 市民のマナー
3位 就業機会 （※2）
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地域住民の連帯感の強さ
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就業機会の多さ

市民のマナー
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＜満足している点＞＜不満である点＞

（％） （％）

資料：平成22年度福岡市市政に関する意識調査（2011年）
（注）調査原票では※1が「犯罪の少なさ」、※2が「就業機会
の多さ」と記載されている。
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Ⅱ．福岡の今と未来（４）生活の質

●大都市の中では、交通事故や犯罪の多い都市としてイメージも定着
●大都市の中では、有効求人倍率は低く、就業機会は少ない
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資料：各都市調べ（2009年）
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Ⅱ．福岡の今と未来（５）国際評価

●イギリスの雑誌モノクルにて最も住みやすい都市の17位⇒16位⇒14位⇒16位（6/16判明）
●モノクルでは2008年「ショッピング・ベストシティ」にも選出

福岡は親しみやすく国際的だ
が、東京に比べれば規模の小
さい都市だ。しかし食事と買
い物では日本の首都を上回る。
だからこそモノクルが選ぶ
「ショッピング」のベストシ
ティは福岡で決まりだ。
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Ⅱ．福岡の今と未来（５）国際評価

●イギリスの雑誌モノクル：2011年は16位 (ヘルシンキが1位に躍進）

「そろそろ新しい切り口でする時がきたと考えたのです」と、タイラー・ブリュレ編集長は、今年の「住みやすい都
市」調査の方向転換について説明する。
「2011年の調査は、都市の実践的なことばかりではなく、その最終産物にも焦点をあてることにしました。」

同誌が考える生活の質が高い都市は、午後10時になっても全ての活動が停止しない、古い建築物と未来志向
の都市計画がバランスよく共存する、そして「屋外に設置されたベンチや椅子、緑の空間、日照時間が多い」と
いう既存の基準を満たす必要がある。

資料：フィンランド大使館東京事務所
http://www.finland.or.jp/Public/default.aspx?contentid=222901&nodeid=41206&culture=ja-JP 2011年6月17日検索

資料：Monocle, Monocle Issue 45 ,2011
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Ⅱ．福岡の今と未来（５）国際評価

●世界の都市総合力ランキング（森記念財団）では福岡市は28位
●しかし、分野別・アクター別で見ると、文化・交流・経済・研究・などの面では評価は低迷

18位 30位
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研究者

アーティスト観光客

生活者

福岡市のアクター別順位
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35位

23位

経済

研究・
開発

文化・
交流

居住

環境

交通・
アクセス

福岡市の分野別順位
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Ⅲ．25年前を思い出しつつ、25年後を展望

1987年７月3日西日本新聞夕刊

1986年 新語・流行語大賞
新語部門

金賞 究極
銀賞 激辛
銅賞 ファミコン

流行語部門

金賞 新人類
銀賞 知的水準
銅賞 「亭主元気で留守がいい」
大衆賞 おニャン子
大衆賞 「プッツン」

歌手 曲 歌手 曲

荻野目洋子(初) ダンシング・ヒーロー 少年隊(初) 仮面舞踏会

大月みやこ(初) 女の港 新沼謙治(10) 情け川

小泉今日子(3) 夜明けのMEW 三波春夫(29) あゝ北前船

斉藤由貴(初) 悲しみよこんにちは 吉幾三(初) 雪國

小柳ルミ子(16) 乱 田原俊彦(7) あッ

中森明菜(4) DESIRE -情熱- 沢田研二(14) 女神

テレサ・テン(2) 時の流れに身をまかせ 山川豊(初) ときめきワルツ

研ナオコ(10) Tokyo見返り美人 シブがき隊(5) トラ! トラ! トラ!

五輪真弓(3) 時の流れに〜鳥になれ〜 小林旭(2) 熱き心に

河合奈保子(6) ハーフムーン・セレナーデ 近藤真彦(6) 青春

川中美幸(6) ふたりの絆 大川栄策(4) 雨の港

和田アキ子(10) もう一度ふたりで歌いたい 菅原洋一(20) 小雨降る径（ミチ）

松田聖子(7) 瑠璃色の地球 加山雄三(10) 今は別れの時

岩崎宏美(12) 好きにならずにいられない 角川博(3) 波止場シャンソン

水前寺清子(22) 男三百六十度 チェッカーズ(3) Song for U.S.A.

松原のぶえ(2) 演歌みち 千昌夫(14) 望郷旅鴉

八代亜紀(14) 港町純情 細川たかし(12) さだめ川

島倉千代子(30) くちべに挽歌 村田英雄(25) 男吉良常

小林幸子(8) 別離（ワカレ） 五木ひろし(16) 浪花盃

石川さゆり(9) 天城越え 森進一(19) ゆうすげの恋

白組紅組

1986年NHK紅白歌合戦出場歌手
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Ⅲ．25年前を思い出しつつ、25年後を展望

1985年8月11日西日本新聞朝刊

1987年5月14日西日本新聞夕刊

1986年6月25日西日本新聞朝刊
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1

「アジアのリーダー都市ふくおか！プロジェクト」

第２回リレーフォーラム

生物多様性とまちづくり

-データで語る福岡の今・未来-

2011年6月25日
（財）福岡アジア都市研究所 専門研究員 山下永子

注：本資料の数量を表すコメント（○倍、○億、等）は、イメージを伝えやすくするために概数を用いている場合があります。
数字を引用される場合は、グラフ・数表中のデータを用い、出典先を記載の上ご使用ください。

http://f-shinvision.jp

2

Ⅰ．地球・世界の未来
（１）人口
（２）経済力
（３）地球環境
（４）生物多様性
（５）生態系ビジネス
（６）ビジネス界のビジョン

Ⅱ．福岡の今と未来
（１）人口
（２）生物多様性と生活の質
（３）生物多様性と経済産業
（４）生物多様性と交流
（５）生物多様性と市民活動
（６）生物多様性と国際評価

Ⅲ．25年前を思い出しつつ、25年後を展望

０．データの構成

3

Ⅰ．地球・世界の未来（１）人口

●国連は、今日から2050年までの間に人口は70億人から93億人になると予測
そして、その98％は、開発途上や新興地域の都市部で増加

●25年後、2036年頃の世界人口予測は、87億人

世界人口は都市部で増加
地域別、発展段階別人口1950～2050年
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資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 (グラフはUN Population Division, World Population Prospects:The 2008

Revision, 2008を基に作成されたもの)、コメントはUN Population Division, World Population Prospects:The

2010 Revision, 2010による

（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所による
4

Ⅰ．地球・世界の未来（２）経済力

●2050年、GDP世界一の座は中国に移り、２位に倍近い差
●米国は辛うじて２位を維持しているが、インドに抜かれそうに
●日本は８位、上位はBRICsなど新興国の独壇場に

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 (Goldman Sachs, BRICs and Beyond, 2007を基に作成されたもの)
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所によるもの
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5

Ⅰ．地球・世界の未来（３）地球環境

●2050年までに温室効果ガスは52％増加し、地球の温度は1.7-2.4度上昇
その結果、インフラや穀物などに深刻なダメージ

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 (OECD, Environmental Outlook to 2030, 2008を基に作成されたもの)
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所によるもの
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6

Ⅰ．地球・世界の未来（４）生物多様性

●２１世紀に入り、気候変動による「植物絶滅」、そして複合要因により「鳥類絶滅」
のスピードが加速

●漁業生産量の急速な拡大による、「魚の獲られすぎ」の生物多様性への影響も懸念材料に

資料：環境省「平成23年版 環境白書-循環型社会・生物多様性白書」2011年

7

Ⅰ．地球・世界の未来（５）生態系ビジネス

●今後は、生物多様や生態系サービスに関する新たな市場が、世界の経済を牽引

資料：環境省「平成23年版 環境白書-循環型社会・生物多様性白書」2011年

8

Ⅰ．地球・世界の未来（６）ビジネス界のビジョン

●世界のビジネスリーダーによるVision2050は、生物多様・生態系サービス分野での取組み強化
接続可能な世界２０５０へ

価値観 人類の発展 経済 農業 森林 エネルギー 建築 移動 材料

一つの
世界
ー人類と
地球

基本的欲
求の充足

真の価
値・コスト・

利益

グリーン
革命によ
る充分な
食料とバ
イオ燃料

回復と
再生

低炭素エネ
ルギーの安
定供給

限りなく

エネルギー

ゼロの
建築物

安全で
低炭素な

移動

微塵の無
駄も排除

持続可能

がモノ、

サービス、

生活スタイ

ルに定着

人類の貧
困からの
脱却

炭素、水、

エコシステム

内のサービ

スの内包

土地と水の
生産性向上
による農業
生産倍増

森林伐採の

停止と森林

の炭素バン

ク量が2010
年比倍増

世界の

CO2排出

が2005年

比で半減

全ての新
築物件が
ゼロエネ
ルギー

低炭素移
動、インフ
ラ、

情報へのユ

ニバーサル
アクセス

資源効率
が2000年
比4～10倍

持続可能

な生活が

主流化

協同を通じ
変化への理
解を促進

エコシステ
ムと企業に
よる価値の
創造

信用、起業
家精神、一
体性の形成

真の価値付
によるマー
ケットの開放

発展の

再定義

グローバル

貿易、収穫

量、炭素マ

ネージメント

の成長

知識集約型
農業の普及

森林保護と

効率的生産

の契機

削減インセン
ティブによる
進歩

温室効果ガ
ス排出が
ピークを迎
え減少

エネルギー分
野における削
減と平準化

スマート建築

と賢いユー

ザー

エネルギー効

率化への市場

の転換

スマートな
移動手段

無駄のない
再生循環

総合的アプ
ローチから
の交通網
改善

少ない資源

でより活発

な行動

新しい達成基準

地域、経済的

深い理解

女性の経済的エンパワーメント

行動変革のイ
ンセンティブ

基礎的
サービス

人口高齢化
への機会

統合的都市
マネジメント

グローバルで
ローカルな企業
リーダーシップ

補助依存から

の脱却

適正価格への
コミットメント

長期融資モデル

技術の普及

農業従事者の
トレーニング

より自由で公正
な取引

収穫量の

増加

水の効率化

農業R＆Dの増強

新しい作物

炭素削減

へのコミット

メント

植樹の増加

国際的炭素
価格の安定

温室効果ガス
の管理協定

再生エネルギー
の低コスト化

水の効率化

エネルギー意識の向上

エネルギー
効率化の厳
格なルール

バイオ燃料
がスタンダー
ドになる

インフラ投資

需要サイドの効率化

全セクター・産
業・業種統合
型ビジネス
モデル

集約型交
通システム

効率的で代替
可能な駆動装
置

消費者目線のイノベーション

ゴミ処理場の
段階的廃止

無駄のない再
生循環を設計

バリューチェー
ンイノベーション

生産物のエネル
ギー効率向上

ビジョン2050への道筋と主要９分野

現在のビジネスから資料：WBCSD「Vision 2050」2010年
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所による
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9

Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口

●2025年ごろ、福岡市の人口はゆるやかな減少に転じるが、老化は勢いを増しながら進行
●2030年、福岡市・福岡都市圏は現状維持の人口だが、九州では1300万⇒1100万人へ減
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資料：国勢調査（1985‐2005年）、★は国勢調査速報値（2010年）、福岡市による推計値（2010～2030年） 10

Ⅱ．福岡の今と未来（２）生物多様性と生活の質

●福岡市民の約9割は、福岡市は「住みやすく」「住み続けたい」都市
●満足点の上位に自然の恩恵

１位 買い物の便利さ
２位 新鮮で美味しい食べ物の豊富さ
３位 自然環境の豊かさ
４位 交通の便
５位 自然災害の少なさ

資料：平成22年度福岡市市政に関する意識調査（2011年）
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）生物多様性と生活の質

●福岡市は12大都市の中では、都市公園面積は５番目
●緑の量は年々減り25年前から1割減少

資料：福岡市 新・緑の基本計画(2009年）

緑
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資料：平成21年大都市比較統計年表
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資料：福岡市 新・緑の基本計画（2009年）

全市域の緑の量の変遷

12

Ⅱ．福岡の今と未来（２）生物多様性と生活の質

●福岡市には様々な貴重生物等が広範囲に生息

資料：福岡市 新・緑の基本計画(2009年）
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）生物多様性と生活の質

●大都市の中では海岸線の長さは３位、海を身近に感じられる都市
●マイ海岸線の長さは9.1センチ、100万人以上の都市では、日本一の長さ

海

政令指定都市における一人当たりの海岸の長さ
（2010年国勢調査人口速報値／2009年3月末海岸線延長）
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資料：「国勢調査速報値」2010年、北九州市「新・海辺のマスタープラン（素案）」2011年3月
（注）「新・海辺のマスタープラン（素案）」は北九州市が平成21年度版海岸統計(国土交通省
河川局編)をもとに作成

政令指定都市における海岸の長さ
（2009年3月末海岸線延長）
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資料：北九州市「新・海辺のマスタープラン（素案）」2011年3月
（注）「新・海辺のマスタープラン（素案）」は北九州市が平成21年度版海岸統計(国土交通省
河川局編)をもとに作成 14

Ⅱ．福岡の今と未来（３）生物多様性と経済産業

●農業、林業、漁業の事業所・従事者は少なく、自然と向き合う仕事をしている人は少数
人

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

卸
売
業
、
小
売
業

宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

不
動
産
業
、
物
品
賃
貸
業

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
、
娯
楽
業

建
設
業

サ
ー
ビ
ス
業　
　
　
　
　
　
　

（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）

医
療
、
福
祉

学
術
研
究
、
専
門
・

技
術
サ
ー
ビ
ス
業

製
造
業

教
育
、
学
習
支
援
業

情
報
通
信
業

運
輸
業
、
郵
便
業

金
融
業
、
保
険
業

複
合
サ
ー
ビ
ス
事
業

公
務
（
他
に
分
類
さ
れ

　

る
も
の
を
除
く
）

電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業

農
業
、
林
業

鉱
業
、
採
石
業
、
砂
利
採
取
業

漁
業

（社）

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

（人）

事業所数 従業者数

産業別従業者数と事業所数（2009年）

資料：総務省総務局「平成21年経済センサス基礎調査」
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Ⅱ．福岡の今と未来（３）生物多様性と経済産業

●大都市の中では農家数は少ない方だが、耕地面積は広く田の面積は12大都市中３位
農

政令指定都市の総農家数（2005年）
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資料：2005年農林業センサス
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資料：2005年農林業センサス

(注)○数字は旧12大都市順位
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Ⅱ．福岡の今と未来（３）生物多様性と経済産業

●大都市のなかでは漁師数が多い方で、12大都市では1位
漁
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Ⅱ．福岡の今と未来（３）生物多様性と経済産業

●政令都市地域（都道府県）所在の市場のなかでは活魚の取扱量は２番目、額は３番目
●魚の新鮮さで売る飲食・小売業の商売を下支え

漁
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資料：2008年漁業センサス
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資料：2008年漁業センサス
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資料：2008年漁業センサス
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Ⅱ．福岡の今と未来（３）生物多様性と経済産業

●博多漁港の水産物取扱量・額は、25年前に比べると半分以下に
港
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資料：福岡市統計書

259

207

199

179

172

164

156

153

141

128

124

108

102

0 100 200 300

1985

1990

1995

2000

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009 （千トン）

（年）

博多漁港の水産物取扱量の推移
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Ⅱ．福岡の今と未来（４）生物多様性と交流

●福岡市の観光資源の多くが海辺の施設、緑の施設
観

資料：平成21年福岡市観光統計（2009年）
20

Ⅱ．福岡の今と未来（４）生物多様性と交流

●福岡の緑、庭園、山、花、海、水辺、都会と自然の融合美は、中国・韓国人にもアピール

資料：福岡アジア都市研究所「福岡市におけるアジア政策の過去・現在・未来１ 別冊」2009年3月
（注）都市イメージ（インターネット）調査による
・対象：中国３都市（広州、青島、大連）、韓国２都市（ソウル、釜山）に居住する20歳以上59歳以下の男女
・サンプル数：広州（173S）・青島（176S）・大連（180S）、ソウル（176S）・釜山（170S）
・期間：2009年2月～3月

韓国人が「行ってみたいと思った」福岡の写真 TOP５
１位 2位 3位 4位 5位

美

中国人が「行ってみたいと思った」福岡の写真 TOP５
１位 2位 3位 4位 5位

9
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Ⅱ．福岡の今と未来（５）生物多様性と市民活動

●福岡市の都市部住民では、年に1回も農山漁村地域に行かない人が3分の１以上
●「自然や環境を守るための活動への参加日数」は他の大都市に比べ半分程度

民

全体（N=813人）

半年に
１回程度

17.7%

あまり行かない
（年に１回程度

未満）
35.8%

年に
１回程度

20.9%

２～３カ月に
１回程度

13.3%

１カ月に
１回程度

4.8%

１カ月に
１回以上

6.0%

無回答
1.5%

資料：福岡市西区役所「市街化調整区域への転居等に関する
　　　　意識調査」2009年12月
（注）福岡市内市街化区域に居住する住民への調査

福岡市都市部住民が農山漁村地域へ行く頻度
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資料：総務省統計局「平成18年社会生活基本調査」
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Ⅱ．福岡の今と未来（６）生物多様性と国際評価

1位 ヘルシンキ ↑
2位 チューリッヒ ↑
3位 コペンハーゲン ↓
4位 ミュンヘン ↓
5位 メルボルン ↑
6位 ウィーン ↑
7位 シドニー ↑
8位 ベルリン ↑
9位 東京 ↓
10位 マドリッド →

11位 ストックホルム ↓
12位 パリ ↓
13位 オークランド ↑
14位 バルセロナ ↑
15位 シンガポール ↑
16位 福岡 ↓
17位 香港 初
18位 ポートランド ↑
19位 ホノルル ↓
20位 バンクーバー ↓

21位 京都 ↑
22位 ハンブルグ ↑
23位 リスボン ↑
24位 モントリオール ↓
25位 シアトル 初

タイラー・ブリュレ編集長は、今年の「住みやすい都市」調査の方向転換について説明。
「2011年の調査は、都市の実践的なことばかりではなく、その最終産物にも焦点をあてる

ことにしました。」
同誌が考える生活の質が高い都市は、午後10時になっても全ての活動が停止しない、古い

建築物と未来志向の都市計画がバランスよく共存する、そして「屋外に設置されたベ
ンチや椅子、緑の空間、日照時間が多い」という既存の基準を満たす必要
がある。
資料：フィンランド大使館東京事務所
http://www.finland.or.jp/Public/default.aspx?contentid=222901&nodeid=41206&culture=ja-JP 2011年6月17日検索

資料：Monocle, Monocle Issue 45 ,2011

●イギリスの雑誌モノクルにて最も住みやすい都市の17位⇒16位⇒14位⇒16位（2011年）
2011年順位

23

Ⅱ．福岡の今と未来（５）生物多様性と国際評価

●世界の都市総合力ランキング（森記念財団）では福岡市は28位
●しかし、分野別・アクター別で見ると、居住と環境では高評価だが

文化・交流・経済・研究・などの面では評価は低迷

18位 30位

30位
31位

29位

経営者

研究者

アーティスト観光客

生活者

福岡市のアクター別順位

14位

30位
30位

４位

35位

23位

経済

研究・
開発

文化・
交流

居住

環境

交通・
アクセス

福岡市の分野別順位

資料：（財）森記念財団都市戦略研究所「2010年世界の都市総合力ランキング」 24

Ⅲ．25年前を思い出しつつ、25年後を展望

1987年７月3日西日本新聞夕刊

1986年 新語・流行語大賞
新語部門

金賞 究極
銀賞 激辛
銅賞 ファミコン

流行語部門

金賞 新人類
銀賞 知的水準
銅賞 「亭主元気で留守がいい」
大衆賞 おニャン子
大衆賞 「プッツン」

順位
売上

(万枚)
タイトル アーティスト

1 53 CHA-CHA-CHA 石井明美

2 51.6 DESIRE 中森明菜

3 47.8 仮面舞踏会 少年隊

4 45.1 Ban BAN Ban KUWATA BAND

5 44.2 My Revolution 渡辺美里

6 40.6 恋におちて－Fall in love－ 小林明子

7 35.7 ジプシー・クイーン 中森明菜

8 35.4 スキップ・ビート KUWATA BAND

9 35.3 OH!! POPSTAR チェッカーズ

10 34 青いスタスィオン 河合その子

資料：PRIVATE LIFE　エンタメ＆データランキング
http://www.geocities.jp/entamedata/music/music1986.html
（注）個人のサイトであり、引用の際は各自元データを調べるよう注意書きがある

1986年オリコンシングル売上年間ランキング（非公式）

9
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Ⅲ．25年前を思い出しつつ、25年後を展望

1985年8月11日西日本新聞朝刊

●大濠公園の浄化が課題だった25年前、前回のビジョン策定時

9
2
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1

「アジアのリーダー都市ふくおか！プロジェクト」

第３回リレーフォーラム

アクティブエイジング
いくつになってもいきいきと暮らせるまち

-データで語る福岡の今・未来-

2011年7月２日

（財）福岡アジア都市研究所 専門研究員 山下永子

注：本資料の数量を表すコメント（○倍、○億、等）は、イメージを伝えやすくするために概数を用いている場合があります。
数字を引用される場合は、グラフ・数表中のデータを用い、出典先を記載の上ご使用ください。

http://f-shinvision.jp

2

Ⅰ．地球・世界の未来
（１）人口
（２）経済力
（３）地球環境
（４）高齢化する東アジア
（５）高齢化するアジア都市

Ⅱ．福岡の今と未来
（１）人口とｴｲｼﾞﾝｸﾞ
（２）ｴｲｼﾞﾝｸﾞと生活の質
（３）ｴｲｼﾞﾝｸﾞと経済産業
（４）ｴｲｼﾞﾝｸﾞと交流
（５）ｴｲｼﾞﾝｸﾞと市民活動

Ⅲ．25年前を思い出しつつ、25年後を展望

０．データの構成

3

Ⅰ．地球・世界の未来（１）人口

●国連は、今日から2050年までの間に人口は70億人から93億人になると予測
そして、その98％は、開発途上や新興地域の都市部で増加

●25年後、2036年頃の世界人口予測は、87億人

4

Ⅰ．地球・世界の未来（２）経済力

●2050年、GDP世界一の座は中国に移り、２位に倍近い差
●米国は辛うじて２位を維持しているが、インドに抜かれそうに
●日本は８位、上位はBRICsなど新興国の独壇場に

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 (Goldman Sachs, BRICs and Beyond, 2007を基に作成されたもの)
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所によるもの

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

中
国

ア
メ
リ
カ

イ
ン
ド

ブ
ラ
ジ
ル

メ
キ
シ
コ

ロ
シ
ア

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

日
本

イ
ギ
リ
ス

ド
イ
ツ

移動するグローバル経済力
2050年のGDP上位10カ国

GDP:10億米ドル

（2006年為替レート）

9
4



5

Ⅰ．地球・世界の未来（３）地球環境

●2050年までに温室効果ガスは52％増加し、地球の温度は1.7-2.4度上昇
その結果、インフラや穀物などに深刻なダメージ

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 (OECD, Environmental Outlook to 2030, 2008を基に作成されたもの)
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所によるもの

0

10

20

30

40

50

60

70

80

1970 1980 1990 2000 2010 2020 2030 2040 2050

GtCO2eq
（二酸化炭素

換算量）

温室効果ガス排出量は引き続き上昇
地域別温室効果ガス排出量

その他の国

BRIC（ブラジル、ロシア、インド、中国）

OECD

(年）

6

Ⅰ．地球・世界の未来（４）高齢化する東アジア

●高齢化先進国日本を追いかけ、東アジアの国々が急速に高齢化し、やがて日本と同レベルに

資料：特定非営利活動法人アジアン・エイジング・ビジネスセンター
「高齢社会に対応する社会構造の変革に関する予備調査報告書～少子高齢化時代の都市戦略～」2011年3月

（注）国土交通省資料より作成されたもの

東アジアの高齢化の推移予測

2035年

7

Ⅰ．地球・世界の未来（４）高齢化するアジア都市

●東アジアの有力都市は経済成長と同じくらい、或いは、より速いスピードで高齢化が進行
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・円の大きさは人口規模を表す（2005年時点）

出典）一人あたりＧＤＰ：Wikipedia（2007年時点をベースに、日本は年1.3％、その他の国は年4％の成長率で推計）／高齢化率：2004年

国連人口推計及び「アジアの高齢化と社会・経済発展」（店田廣文編：早稲田大学出版部）他）／日本・上海市以外の都市の高齢化率

及び一人あたりＧＤＰは、国全体の数字。

図表27 アジア主要都市の高齢化率と一人あたりのGDP及び人口規模

資料：特定非営利活動法人アジアン・エイジング・ビジネスセンター
「高齢社会に対応する社会構造の変革に関する予備調査報告書～少子高齢化時代の都市戦略～」2011年3月

（注）国土交通省資料より作成されたもの
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Ⅰ．地球・世界の未来（４）高齢化するアジア都市

●中国大都市では、すでに高齢化はゆるやかに進行、しかし少子化は急激に進行
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資料：中華人民共和国国家統計局編「中国統計年鑑」1995～2010年
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資料：中華人民共和国国家統計局編「中国統計年鑑」1995～2010年
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資料：中華人民共和国国家統計局編「中国統計年鑑」1995～2010年
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9

Ⅰ．地球・世界の未来（４）高齢化するアジア都市

●韓国大都市でも、すでに高齢化はゆるやかに進行、しかし少子化は急激に進行

10

Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口とｴｲｼﾞﾝｸﾞ

●2025年ごろ、福岡市の人口はゆるやかな減少に転じるが、老化は勢いを増しながら進行
●2030年、福岡市・福岡都市圏は現状維持の人口だが、九州では1300万⇒1100万人へ減
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資料：国勢調査（1985‐2005年）、★は国勢調査速報値（2010年）、福岡市による推計値（2010～2030年）

11

Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口とｴｲｼﾞﾝｸﾞ

●「人口量」も確実に変化、2035年、福岡市人口の3分の1以上が60歳以上に

資料：国勢調査（1970年、1985年、2005年）、国勢調査抽出速報値（2010年）、国立社会保障・人口問題研究所「将来推計人口」（2035年）

福岡市の構造別人口の推移
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12

Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口とｴｲｼﾞﾝｸﾞ

●公称町別の高齢化率を見ると、2005年時点で30％以上の高齢化率の地区が多数出現

資料：2005年国勢調査 (注）GIS分析は福岡市による
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Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口とｴｲｼﾞﾝｸﾞ

●現在、福岡市は大都市の中でも若者（特に女性）が多く、活気があり華やかな都市だが
この25年間で、若者率は減少に推移
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資料：国勢調査

（注）福岡市母数：1985年（N=1,160,440)、 1990年(N=1,237,062)、1995年(N=1,284,795)、2000年(N=1,341,470)、2005年(N=1,401,279)
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Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口とｴｲｼﾞﾝｸﾞ

●老人医療費が高い福岡市は、生産年齢人口が減少すると、高齢者を支えきれなくなる
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）ｴｲｼﾞﾝｸﾞと生活の質

●福岡市民の約9割は、福岡市は「住みやすく」「住み続けたい」都市
●現状満足でも、高齢になると

享受できなくなる住みよさも

１位 買い物の便利さ
２位 新鮮で美味しい食べ物の豊富さ
３位 自然環境の豊かさ
４位 交通の便
５位 自然災害の少なさ

資料：平成22年度福岡市市政に関する意識調査（2011年）
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）ｴｲｼﾞﾝｸﾞと生活の質

●福岡市の歩道設置割合は24％、バリアフリー化率は63％

福岡市の道路バリアフリー化率の推移
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資料：福岡市保健福祉局「バリアフリー整備状況等現状評価業務委託報告書」平成22年

（注）重点整備地区における特定経路整備（バリアフリー化）率
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）ｴｲｼﾞﾝｸﾞと生活の質

●60代では、満足している点の中で、就業機会の多さはワースト２位
●70歳以上では、就業機会の多さはワースト1位

１位 犯罪の （※1）
２位 市民のマナー
３位 就業機会 （※2）
４位 福祉の充実
５位 地域住民の連帯感の強さ
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資料：平成22年度福岡市市政に関する意識調査（2011年）
（注）調査原票では※1が「犯罪の少なさ」、※2が「就業機会
の多さ」と記載されている。

1位 市民のマナー （23.7％） 就業機会 （26.4％）

2位 就業機会 （28.5％） 市民のマナー （31.3％）

3位 犯罪 （30.4％） 犯罪 （32.5％）

1位 市民のマナー （24.8％） 就業機会 （18.4％）

2位 就業機会 （25.2％） 市民のマナー （32.3％）

3位 福祉の充実 （32.6％） 犯罪 （34.6％）
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）ｴｲｼﾞﾝｸﾞと生活の質

●大都市のなかでは、福岡市の65歳以上就業率は低い

19

Ⅱ．福岡の今と未来（２）ｴｲｼﾞﾝｸﾞと生活の質

●福岡市は、25年後の高齢者（2005年時点で35-49歳）の就業率も他の都市に比べて低い

20

Ⅱ．福岡の今と未来（２）ｴｲｼﾞﾝｸﾞと生活の質

●25年後の高齢化社会を支える若い世代（2005年時点で15-34歳）の就業率も低い
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）ｴｲｼﾞﾝｸﾞと生活の質

●しかも、福岡市民のがん検診受診率は低い、未病を心がけない人が多いのは不安材料
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資料：厚生労働省「平成21年度　地域保健・健康増進

事業報告(健康増進編)」
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事業報告(健康増進編)」
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）ｴｲｼﾞﾝｸﾞと生活の質

●福岡市では、高齢者のいる世帯において、単独世帯の割合が急増中
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）ｴｲｼﾞﾝｸﾞと生活の質

●賃貸住宅に住む、女性の独居者の年間総収入は、200万円未満が75.3％
●福岡市は、政令指定都市中、高齢者等のための住宅設備の保有率は最低

大都市の高齢者等のための住宅設備保有率比較
（2008年）
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資料：総務省統計局「住宅・土地統計調査」平成20年
（注）数値は平成20年10月1日のもの
（注）居住世帯のある住宅のみの数値である
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）ｴｲｼﾞﾝｸﾞと生活の質

●賃貸住宅に、ひとり暮らしする高齢者の心配・悩みの上位には「経済的なこと」や「住宅のこと」
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資料：福岡市保健福祉局「平成22年度　福岡市高齢者実態調査」より集計
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）ｴｲｼﾞﾝｸﾞと生活の質

●特別養護老人ホームへの申込者の３分の１は、ひとり暮らし世帯
●なかなか入れない特別養護老人ホーム、申込者の３分の１は、３年以上前に申し込み

25.9%

14.9%

13.3%

17.7%

24.6%

3.5%

1年以内

1年～1年6か月前

1年6か月～2年前

2年～3年前

3年以上前

無回答

特別養護老人ホーム申込み時期

N=2,402

資料：福岡市特別養護老人ホーム利用申込みに関する調査（2011年3月）

30.3%

16.1%

1.7%1.5%

7.5%

21.9%

8.4%

8.4%
4.2%

1人暮らし世帯

夫婦だけで二人とも65歳以上の世帯

夫婦だけでどちらかが65歳以上の世帯

夫婦だけで二人とも65歳未満の世帯

本人とその他の高齢者のみの世帯

二世代同居世帯

三世代同居世帯

その他の世帯

無回答

特別養護老人ホーム利用申込者の世帯分類

N=2,402

資料：福岡市特別養護老人ホーム利用申込みに関する調査（2011年3月）
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Ⅱ．福岡の今と未来（３）ｴｲｼﾞﾝｸﾞと経済産業

●知識産業のうち、保健関連サービス業はのびてきているが、雇用の大創出にはまだ至らず

-30

20

70

120

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0

7

8

6

19

9

10

14

13

12

17
18

16

15

4

1

3

5

2 11

対全国特化係数

従
業
者
数
増
減
率
％

0

高等教育

社会教育
ｻｰﾋﾞｽ業 情報・

ｻｰﾋﾞｽ業

通信業

水道業

独自性

福岡市における「知識(創出)産業」成長マッピング(2001年～2006年)
－従業者増減率および従業者構成比（規模）、グループ別特化係数(国内大都市比較）－

成長
雇用

資料（財）福岡アジア都市研究所（岡田允作成）

保健関連
ｻｰﾋﾞｽ業
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Ⅱ．福岡の今と未来（３）ｴｲｼﾞﾝｸﾞと経済産業

●福岡市における福祉・介護ビジネスは徐々に拡大しつつある

0 10,000 20,000 30,000

2006

2009

（年）

男性

女性

資料：平成18年事業所・企業統計調査

           平成21年経済センサス基礎調査

福岡市社会保険・社会福祉・介護事業
従業者数推移

(人)

20,201

26,400
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Ⅱ．福岡の今と未来（４）ｴｲｼﾞﾝｸﾞと交流

●国内遠方から、福岡市に観光に来る人の多くは高齢者層
●高齢の方は、福岡市に宿泊する場合、2泊以上泊まる方が多い

（％）

1
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2
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3
泊

4
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5
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上

63.3 36.7 14.8 13.9 4.3 1.8 1.9

男性 58.7 41.3 18.3 14.4 3.9 2.1 2.6

女性 66.3 33.6 12.3 13.4 4.9 1.6 1.4
10歳代 82.1 17.9 4.5 7.1 3.6 - 2.7
20歳代 63.6 36.4 15.8 15.1 2.9 1.1 1.5
30歳代 61.2 38.9 20.6 11.8 3.5 0.6 2.4
40歳代 65.6 34.4 15.2 11.2 6.4 0.8 0.8
50歳代 61.8 38.2 19.5 12.2 4.1 0.8 1.6
60歳代 54.6 45.4 13.0 14.6 8.9 6.5 2.4
70歳代以上 50.6 49.4 6.2 28.4 6.2 4.9 3.7

宿
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年
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別
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13.0 

9.8 

22.0 

20.0 

15.4 

15.0 

20.0 

7.3 
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観光客の年代別居住地

観光客の宿泊日数

資料：福岡市「福岡市観光客動態調査報告書」（2010年3月） (注）2010年3月実施アンケート調査（N=1，247）

1
0
0



29

Ⅱ．福岡の今と未来（４）ｴｲｼﾞﾝｸﾞと交流

●福岡市の観光客のうち、海外からが約８％
●海外からの観光客の18.5％が60歳以上

※比較的割合が低い四国、北陸、東北、北海道は
「その他」に含まれている。
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50歳代40歳代10歳代 20歳代 30歳代 60歳代 70歳代以上

資料：福岡市「福岡市観光客動態調査報告書」（2010年3月）
(注）調査票調査による（N=1，247）
(注）海外からの観光客の母数はNの約7.9％として、(財）福岡アジア都市研究所が概算表示したもの

来福観光客の居住地域別割合

海外からの観光客の年齢構成
（ｎ＝約100）
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Ⅱ．福岡の今と未来（５）ｴｲｼﾞﾝｸﾞと市民活動

●福岡市民の高齢者を対象としたボランティア活動行動日数は、他の大都市に比べ少ない

47.6

26.8

23.3

16.4

12.3

47.9
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44.5
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スポーツ・文化・芸術・
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自然や環境を
守るための活動

健康や医療サービスに
           関係した活動

まちづくりのための活動

北九州・福岡大都市圏

大都市平均

（日/年）

ボランティア活動の種類別年間行動日数

資料：総務省統計局「平成18年社会生活基本調査」
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Ⅲ．25年前を思い出しつつ、25年後を展望

1986年7月3日西日本新聞夕刊 1985年8月11日西日本新聞朝刊 1987年７月3日西日本新聞夕刊

1986年 新語・流行語大賞
新語部門

金賞 究極
銀賞 激辛
銅賞 ファミコン

流行語部門
金賞 新人類
銀賞 知的水準
銅賞 「亭主元気で留守がいい」
大衆賞 おニャン子
大衆賞 「プッツン」

1987年6月18日西日本新聞朝刊広告

25年前を思い出しつつ、議論を進めていきましょう
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「アジアのリーダー都市ふくおか！プロジェクト」

第４回リレーフォーラム
おもてなしが育むまち

-データで語る福岡の今・未来-

2011年7月9日

（財）福岡アジア都市研究所 専門研究員 山下永子

注：本資料の数量を表すコメント（○倍、○億、等）は、イメージを伝えやすくするために概数を用いている場合があります。
数字を引用される場合は、グラフ・数表中のデータを用い、出典先を記載の上ご使用ください。
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Ⅰ．地球・世界・日本の未来

（１）人口
（２）経済力
（３）購買力
（４）国際観光力

Ⅱ．福岡の今と未来
（１）人口
（２）交流人口と経済
（３）市民とおもてなし
（４）国内観光客とおもてなし
（５）外国観光客とおもてなし
（６）国際認知度と評価

Ⅲ．25年前を思い出しつつ、25年後を展望

０．データの構成

3

Ⅰ．地球・世界の未来（１）人口

●国連は、今日から2050年までの間に人口は70億人から93億人になると予測
そして、その98％は、開発途上や新興地域の都市部で増加

●25年後、2036年頃の世界人口予測は、87億人

4

Ⅰ．地球・世界の未来（２）経済力

●2050年、GDP世界一の座は中国に移り、２位に倍近い差
●米国は辛うじて２位を維持しているが、インドに抜かれそうに
●日本は８位、上位はBRICsなど新興国の独壇場に

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 (Goldman Sachs, BRICs and Beyond, 2007を基に作成されたもの)
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所によるもの
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5

Ⅰ．地球・世界の未来（３）地球環境

●2050年までに温室効果ガスは52％増加し、地球の温度は1.7-2.4度上昇
その結果、インフラや穀物などに深刻なダメージ

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 (OECD, Environmental Outlook to 2030, 2008を基に作成されたもの)
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所によるもの
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Ⅰ．地球・世界の未来（４）国際観光力

●10年後、海外旅行を楽しむ観光客数は現在の1.5倍の16億人に
●そのうち26.6％がアジア太平洋地域を訪問

資料：World Tourism Organization (UNWTO)「UNWTO Tourism Highlights 2011 Edition」2011年
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所によるもの
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15.1%

26.6%

7

Ⅰ．地球・世界の未来（４）国際観光力

●アジア太平洋地域では、中国が圧倒的に強い行き先・訪問地であり、増加中
●日本は韓国に僅差で後塵
●2010年、中国はスペインを抜いて、観光訪問先３位の国に浮上
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資料：World Tourism Organization(UNWTO)
「UNWTO Tourism  Highlights 2011 Edition」2011年
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所によるもの
（注）2010年の数値は暫定値
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資料：World Tourism Organization(UNWTO)

「UNWTO Tourism  Highlights 2011 Edition」2011年

（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所によるもの

（注）数値は暫定値
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Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口

●2025年ごろ、福岡市の人口はゆるやかな減少に転じるが、老化は勢いを増しながら進行
●2030年、福岡市・福岡都市圏は現状維持の人口だが、九州では1300万⇒1100万人へ減
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人口推移と人口構造の変化
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65歳以上

2010年速報値
★1,464

人
口
構
成

人口予測
（2002年福岡市の将来人口予測）

資料：国勢調査（1985‐2005年）、★は国勢調査速報値（2010年）、福岡市による推計値（2010～2030年）
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Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口

●若者率の低下は少子化の影響もあるが、福岡市の場合、若者の転入者数の減少にも起因

10

Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口

●福岡(県）の大学・大学生のほとんどが九州山口地域の出身、そして留学生も健闘

資料：学校基本調査（2010年）をもとに福岡市統計調査課作成
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大学への入学者数と入学した学校の所在地と学生の出身校所在地(2010年）
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）交流人口と経済

●福岡市の昼間人口は、夜間人口+約20万人
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資料：国勢調査（2005年）

（千人）

大都市における昼夜間人口の差比較
（2005年）

Ⅱ．福岡の今と未来（２）交流人口と経済

●年間１６００万人の観光客だが、伸び悩み傾向
●国際会議開催数は、10年で３倍に増加
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国際会議開催トップ５都市・開催数推移

資料：日本政府観光局
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資料：福岡市観光統計
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資料：1985～1995年は福岡市衛生局保健部環境衛生課、

1996～2009年は福岡市保健福祉局生活衛生部生活衛生課
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）交流人口と経済

●福岡市の観光客の多くは九州内から、海外からは約８％と関東地方からよりも多い
●国内からの観光客は若い層の割合は増加、中高年は減少、滞在日数は短縮傾向

鹿児島県

宮 崎 県

熊 本 県

大 分 県佐賀県

長 崎 県

●

沖 縄 県

41.1%福 岡 県

3.8%

4.3%

4.0%

2.6%

2.0%

2.2%

0.9%

6.5%関 東 地 方

4.2%東海・中部地方

6.9%近 畿 地 方

中 国 地 方 8.5%

そ の 他 5.1%

海 外 7.9%

資料：福岡市「平成21年度福岡市観光客動態調査報告書」（2010年3月）
(注）調査票調査による（N=1,247）

来福観光客の居住地域別割合(2010年）

※比較的割合が
低い四国、北陸、
東北、北海道は
「その他」に含
まれている。

資料：福岡市「平成21年度福岡市観光客動態調査報告書」（2010年3月）
(注）調査票調査による（N=1,247）

福岡市「平成16年度福岡市観光客動態調査報告書」（2005年3月）
(注）調査票調査による（N=4,094）
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(％)
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(％)
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）交流人口と経済

●福岡(県）を訪れる外国人の87％がアジアから
●福岡市訪問の外国人観光客の75％は韓国から
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(N=21,342)

資料：日本政府観光局「訪日外客訪問地調査2010」

(％)

資料：福岡市「平成21年度福岡市観光客動態調査報告書」（2010年3月）
(注）調査票調査による（N=1,247）

福岡市「平成16年度福岡市観光客動態調査報告書」（2005年3月）
(注）調査票調査による（N=4,094）
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）交流人口と経済

●外国人宿泊者の伸びは、博多港からの韓国人訪問者が大きく貢献
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）交流人口と経済

●福岡空港の発着回数は横ばい推移だが、旅客数は減少傾向
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資料：福岡空港構想・施設計画検討協議会「福岡空港滑走路増設PIレポート」2010年
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資料：福岡空港構想・施設計画検討協議会「福岡空港滑走路増設PIレポート」2010年
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）交流人口と経済

●販売面積は増えているのに販売額は横ばい、観光客は福岡市の商業の救世主になるか？
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資料：福岡市の商業 商業統計調査（経済産業省）結果による

(年)

Ⅱ．福岡の今と未来（３）市民とおもてなし

●福岡市民の約9割は、福岡市は「住みやすく」「住み続けたい」都市⇒福岡大好き
●満足している点のトップ３は
1位 買い物の便利さ
2位 新鮮で美味しい食べ物の豊富さ
3位 自然環境の豊かさ

●不満足である点のワースト３は
1位 市民のマナー
2位 犯罪 （※1）
3位 就業機会 （※2）
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自然災害の少なさ
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福祉の充実

就業機会の多さ

市民のマナー

犯罪の少なさ

＜満足している点＞＜不満である点＞

（％） （％）

資料：平成22年度福岡市市政に関する意識調査（2011年）
（注）調査原票では※1が「犯罪の少なさ」、※2が「就業機会
の多さ」と記載されている。

Ⅱ．福岡の今と未来（４）国内観光客とおもてなし

●首都圏の人の32.5％が「博多」に、23.3％が「福岡」に行ってみたいと思っている

20

Ⅱ．福岡の今と未来（５）外国観光客とおもてなし

●福岡の緑、庭園、山、花、海、水辺、都会と自然の融合美が、大好きな中国・韓国人

資料：福岡アジア都市研究所「福岡市におけるアジア政策の過去・現在・未来１ 別冊」2009年3月
（注）都市イメージ（インターネット）調査による
・対象：中国３都市（広州、青島、大連）、韓国２都市（ソウル、釜山）に居住する20歳以上59歳以下の男女
・サンプル数：広州（173S）・青島（176S）・大連（180S）、ソウル（176S）・釜山（170S）
・期間：2009年2月～3月

韓国人が「行ってみたいと思った」福岡の写真 TOP５
１位 2位 3位 4位 5位

中国人が「行ってみたいと思った」福岡の写真 TOP５
１位 2位 3位 4位 5位
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Ⅱ．福岡の今と未来（５）外国観光客とおもてなし

●中国・韓国人へのおもてなしの要素に、「伝統的文化・祭りが体験」や「豊かな自然」

Ⅱ．福岡の今と未来（５）外国観光客とおもてなし

●中国人は東京よりもソウル、韓国人は東京よりも香港に行ってみたいと思っている現実
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資料：(財)福岡アジア都市研究所
「中国・韓国・日本主要都市における都市イメージ調査報告書」
(2009年3月)

(％)

中国人が数年のうちに

訪れてみたい韓国・日本の主要都市
（都市居住者へのWEB調査N=529)
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資料：(財)福岡アジア都市研究所
「中国・韓国・日本主要都市における都市イメージ調査報告書」
(2009年3月)
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韓国人が数年のうちに

訪れてみたい中国・日本の主要都市
（都市居住者へのWEB調査N=346)

Ⅱ．福岡の今と未来（５）外国観光客とおもてなし

●クルーズ船観光客は、店員やボランティアに大きな満足感
●だが街中の外国語表記や買い物時間への満足度は低調

Ⅱ．福岡の今と未来（５）外国観光客とおもてなし

●韓国人観光客は、福岡の「都市環境、自然、雰囲気、そして人の親切さ」を評価
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（福岡・釜山高速船利用客調査）
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資料：（財）福岡アジア都市研究所「福岡・釜山間高速船利用客観光動向調査

（2010年3月）
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Ⅱ．福岡の今と未来（５）外国観光客とおもてなし

●福岡に来る韓国人観光客に比べ、釜山に行く日本人観光客は全く話せない人が多い
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福岡に来た韓国人旅行者の日本語理解度

（福岡・釜山高速船利用客調査）
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（福岡・釜山高速船利用客調査）

(％)

資料：(財)福岡アジア都市研究所「福岡・釜山間高速船利用客観光動向調査」(2010年3月)

(％)

Ⅱ．福岡の今と未来（６）国際認知度と評価

●イギリスの雑誌モノクルにて最も住みやすい都市の17位⇒16位⇒14位⇒16位
●モノクルでは2008年「ショッピング・ベストシティ」にも選出

福岡は親しみやすく国際的だ
が、東京に比べれば規模の小
さい都市だ。しかし食事と買
い物では日本の首都を上回る。
だからこそモノクルが選ぶ
「ショッピング」のベストシ
ティは福岡で決まりだ。

Ⅱ．福岡の今と未来（６）国際認知度と評価

●世界の都市総合力ランキング（森記念財団）では福岡市は28位
●しかし、分野別・アクター別で見ると、文化・交流・経済・研究、観光客では評価は低調
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Ⅱ．福岡の今と未来（６）国際認知度と評価

●中国における福岡の認知度は、まだまだ低い
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資料：(財)福岡アジア都市研究所「中国・韓国・日本主要都市における都市イメージ調査報告書」(2009年3月)
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Ⅲ．25年前を思い出しつつ、25年後を展望

1986年6月28日西日本新聞朝刊

1986年6月21日西日本新聞朝刊
1987年７月3日西日本新聞夕刊

1986年 新語・流行語大賞
新語部門

金賞 究極
銀賞 激辛
銅賞 ファミコン

流行語部門
金賞 新人類
銀賞 知的水準
銅賞 「亭主元気で留守がいい」
大衆賞 おニャン子
大衆賞 「プッツン」

25年前を思い出しつつ、議論を進めていきましょう

1986年 第28回レコード大賞

レコード大賞
「DESIRE」 中森明菜

アルバム大賞
「 SUPREME」松田聖子

最優秀歌唱賞
「北の漁場」 北島三郎

最優秀新人賞
「仮面舞踏会」少年隊
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1

「アジアのリーダー都市ふくおか！プロジェクト」

第５回リレーフォーラム
人をひきつけるクリエイティブなまち

-データで語る福岡の今・未来-

2011年7月16日

（財）福岡アジア都市研究所 専門研究員 山下永子

注：本資料の数量を表すコメント（○倍、○億、等）は、イメージを伝えやすくするために概数を用いている場合があります。
数字を引用される場合は、グラフ・数表中のデータを用い、出典先を記載の上ご使用ください。

http://f-shinvision.jp
Ⅰ．地球・世界・日本の未来

（１）人口
（２）経済力
（３）地球環境

Ⅱ．福岡の今と未来
（１）人口
（２）ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞと経済産業
（３）ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞな交流・資産
（４）ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞと生活の質
（５）ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞと国際評価

Ⅲ．25年前を思い出しつつ、25年後を展望

０．データの構成

3

Ⅰ．地球・世界の未来（１）人口

●国連は、今日から2050年までの間に人口は70億人から93億人になると予測
そして、その98％は、開発途上や新興地域の都市部で増加

●25年後、2036年頃の世界人口予測は、87億人

4

Ⅰ．地球・世界の未来（２）経済力

●2050年、GDP世界一の座は中国に移り、２位に倍近い差
●米国は辛うじて２位を維持しているが、インドに抜かれそうに
●日本は８位、上位はBRICsなど新興国の独壇場に

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 (Goldman Sachs, BRICs and Beyond, 2007を基に作成されたもの)
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所によるもの
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5

Ⅰ．地球・世界の未来（３）地球環境

●2050年までに温室効果ガスは52％増加し、地球の温度は1.7-2.4度上昇
その結果、インフラや穀物などに深刻なダメージ

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 (OECD, Environmental Outlook to 2030, 2008を基に作成されたもの)
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所によるもの
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6

Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口

●2025年ごろ、福岡市の人口はゆるやかな減少に転じるが、老化は勢いを増しながら進行
●2030年、福岡市・福岡都市圏は現状維持の人口だが、九州では1300万⇒1100万人へ減
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資料：国勢調査（1985‐2005年）、★は国勢調査速報値（2010年）、福岡市による推計値（2010～2030年）

Ⅱ．福岡の今と未来（２）ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞと経済産業

●映像・出版・広告制作など、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ分野のｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ産業が集積

人口10万人あたりのｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ関連事業所の従事者数 大都市比較１
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資料：平成21年経済センサス基礎調査

　　　住民基本台帳（2009年3月）
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞと経済産業

人口10万人あたりのｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ関連事業所数 大都市比較１
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞと経済産業

●市民の「お稽古・習い事」活動を支える教授業では、ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ系よりも実用交流系が集積

人口10万人あたりのｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ教育関連事業所の従業者数 大都市比較２
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資料：平成21年経済センサス基礎調査

住民基本台帳（2009年3月）
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人口10万人あたりのｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ教育関連事業所数 大都市比較２
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●市民の余暇活動を支えるｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞな場の中では、劇場など興行所が多く集積

人口10万人あたりのｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞな場の事業所数 大都市比較
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●他の大都市と比較すると、福岡市は音楽・映像メディアへの支出が多い

１世帯あたりのｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ関連活動への年間支出金額大都市比較
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<音楽・映像収録済メディア>

資料：平成22年家計調査年報

注：２人以上の世帯
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●他の大都市に比べ、映画・演劇入場料、文化施設入場料への支出は少ない

１世帯あたりのｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ活動施設への年間支出金額大都市比較

12,041

11,166

10,577

9,265

8,302

7,807

7,788

6,994

6,905

6,832

6,749

6,644

6,528

6,320

6,194

5,880

5,502

5,235

5,132
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<映画・演劇等入場料>

資料：平成22年家計調査年報

注：２人以上の世帯
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●集客観光産業において、「伝統的文化・祭り体験」に加え、「最先端の創造的文化活動も」
大切なおもてなしコンテンツ

Ⅱ．福岡の今と未来（３）ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞな交流・資産

●福岡市は、アジア地域のｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞな人・モノ・情報との交流をいち早く幅広く展開
●1987年以来、アジアとの交流政策を強化し、福岡にはアジアの創造的知が集積

1979 世界初 アジアの近代現代美術に着目した アジア美術展 を開催
1987 福岡市基本構想 活力あるアジアの拠点都市 を目指すことを宣言
1989 日本初 アジアを冠につけた 地方博 アジア太平洋博覧会 開催

世界唯一 アジア太平洋こども会議 IN 福岡 開始
1990 アジア太平洋都市宣言

アジアに浸る1ヶ月 アジアマンス 開始
世界唯一 アジアの知性を顕彰する 福岡アジア文化賞 開始
アジアを表現する空間 アジア太平洋フェスティバル 開始

1991 世界初 アジアの映画祭 アジアフォーカス・福岡国際映画祭 開始
1992 アジアの学術・文化情報拠点 アジア太平洋センター 設立
1994 アジアの市長が集う アジア太平洋都市サミット 開始
1996 世界初 アジアの映像文化財アーカイブ 映像ホール・シネラ 設立
1997 世界最大のまちづくり組織 国連ハビタットアジア太平洋事務所 開設
1999 世界初 アジアの現代美術に特化した 福岡アジア美術館開館

世界初 福岡アジア美術トリエンナーレ 開始

2011 福岡には アジアの創造的知の資産 が蓄積されている

Ⅱ．福岡の今と未来（３）ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞな交流・資産

●アジア太平洋子ども会議イン福岡は、多様な文化交流を通じてクリエイティブな人材を育成

1988年～2008年（20年間）
・こども大使（アジア太平洋地域から福岡にやってきたこどもたち） 7,144人
・シャペロン（随行員） 1,003人
・ピース大使(10回目以降、再度福岡にやってきたこども大使） 404人
・ホストファミリー 5,489人
・派遣事業参加者 1,926人
・市民ボランティア（2008年7月18日現在） 約4,800人

資料：アジア太平洋こども会議・イン福岡20周年記念誌（2008年7月）
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Ⅱ．福岡の今と未来（３）ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞな交流・資産

●福岡アジア美術館：世界に誇れる「アジアの現代美術作品と人のネットワーク」

資料：福岡アジア都市研究所「福岡市におけるアジア政策の過去・現在・未来１」（2009年）
(注）藤川哲作成のものを加工して作成したもの。山口大学ホームページ（http://ds.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~fujikawa/03/asia/asia13.html）

年 名称

1957  第1回アジア青年美術家展(渋谷・東横)

1979  アジア美術展(福岡市美術館)

 アジア美術展 第2部 アジア現代美術展(福岡市美術館)

 第15回アジア現代美術展(東京都美術館)

 美術前線北上中―東南アジアのニュー・アート
 (東京芸術劇場展示ギャラリー、他)

 アジアの創造力(広島市現代美術館)

 第1回アジア・パシフィック現代美術トリエンナーレ

 亜細亜散歩(資生堂ギャラリー)

 第4回アジア美術展(福岡市美術館、他)

 第1回光州ビエンナーレ

1995  New Asian Art Show-1995/China Korea Japan (キリンプラザ大阪、他)

 エイジアン・ヴュー―躍動するアジア(東京都写真美術館)

 第1回上海ビエンナーレ

 第2回アジア・パシフィック現代美術トリエンナーレ

 亜細亜散歩(ニ)(資生堂ギャラリー)

 東南アジア1997 来たるべき美術のために (東京都現代美術館、他)

 東南アジア―近代美術の誕生(福岡市美術館、他)

 第2回光州ビエンナーレ

 第2回上海ビエンナーレ

1998  ネオ・ラグーン／北東アジアの現代美術(新潟県民会館)

 第1回福岡アジア美術トリエンナーレ1999
 [第5回アジア美術展](福岡アジア美術館)

 東アジア／絵画の近代―油画の誕生とその展開 (静岡県立美術館、他)

 第3回アジア・パシフィック現代美術トリエンナーレ

 第3回光州ビエンナーレ

 第3回上海ビエンナーレ

 アジアの世紀のはじまりに (海岸通ギャラリー・CASO+ギャラリー風)

 亜細亜散歩(資生堂ギャラリー+水戸芸術館)

 横浜トリエンナーレ2001

 第2回福岡アジア美術トリエンナーレ2002(福岡アジア美術館)

 第4回光州ビエンナーレ

 第4回アジア・パシフィック現代美術トリエンナーレ

 釜山ビエンナーレ2002

 第4回上海ビエンナーレ

 サイバー・アジア～メディア・アートの近未来形 (広島市現代美術館)

 第50回ヴェネツィア・ビエンナーレ

2004  第5回光州ビエンナーレ

2003

1992

1980

1994

1996

1997

1999

2000

2001

2002

国際美術展に見るアジアブーム FANG LIJUN氏（中国） クリスティーズでの落札価格

HK$4,807,500 ($620,768)

25 November 2007 Hong Kong 

100ｃｍ×100ｃｍ：油絵

当時のレートで換算すると、67,208,850円

所蔵：福岡アジア美術館
http://faam.city.fukuoka.lg.jp/cgi-bin/collection.cgi?cnid=0405111300171715

福岡アジア美術館にある
FANG LIJUN氏の作品

200ｃｍ×200ｃｍ

面積４倍、値段は？？？

http://www.christies.com/LotFinder/lot_details.aspx?from=searchresults&intObjectID=5002868&
sid=d2ddde3a-8580-4610-b012-4f9e33a45bf0 
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●世界に誇れる「創造的知の資産」だが、市民、中国や韓国の人の認知度は低いものがある

資料：福岡アジア都市研究所「福岡市におけるアジア政策の過去・現在・未来１」（2009年）

　福岡に関するキーワード認知　MA【日本・都市別】
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●福岡市民の約9割は、福岡市は「住みやすく」「住み続けたい」都市⇒福岡大好き
●満足している点のトップ３は
1位 買い物の便利さ
2位 新鮮で美味しい食べ物の豊富さ
3位 自然環境の豊かさ

●芸術文化水準への満足度は60％
10位 芸術・文化水準

資料：平成22年度福岡市市政に関する意識調査（2011年）
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●公立文化施設の席数はあまり多くなく、小ホールの割合が小さい
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公立文化施設数と座席数大都市比較

資料：社団法人全国公立文化施設協会「公立文化施設データベース」より作成
（2011年７月現在）
（注）カッコ内の数字は施設数
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●他の大都市に比べると文化施設における文化芸術鑑賞行動率は少ない
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ＣＤ・テープ・レコードなどによる音楽鑑賞

テレビゲーム,パソコンゲーム

趣味としての読書

洋舞・社交ダンス

邦楽(民謡，日本古来の音楽を含む)

楽器の演奏

園芸・庭いじり・ガーデニング

囲碁

コーラス・声楽

書道

ＤＶＤ・ビデオなどによる映画鑑賞(録画除く)

パチンコ

詩・和歌・俳句・小説などの創作

茶道

絵画・彫刻の制作

華道

編み物・手芸

邦舞・おどり

陶芸・工芸

和裁・洋裁

北九州・福岡大都市圏

大 都 市

資料：平成18年社会生活基本調査報告

(日)

趣味・娯楽行動日数上位20項目比較

50.8

46.0

39.9

37.4

32.5

31.7

31.6

25.7

25.7

25.2

18.0

17.1

13.7

13.6

11.8

10.1

9.8

9.0

8.1

6.8

58.3

51.5

49.0

44.4

35.8

39.4

35.3

24.5

31.8

25.9

25.0

18.4

10.9

18.9

14.8

11.6

9.3

11.6

12.5

7.6

0 20 40 60 80

ＣＤ・テープ・レコードなどによる音楽鑑賞

ＤＶＤ・ビデオなどによる映画鑑賞(録画除く)

趣味としての読書

映画鑑賞(テレビ等除く除く)

カラオケ

遊園地，動植物園，水族館などの見物

テレビゲーム,パソコンゲーム

園芸・庭いじり・ガーデニング

写真の撮影・プリント

スポーツ観覧(テレビ等除く)

美術鑑賞(テレビ等除く)

趣味としての料理・菓子作り

パチンコ

演芸・演劇・舞踊鑑賞(テレビ等除く)

音楽会などによるポピュラー音楽・歌謡曲鑑賞

編み物・手芸

日曜大工

楽器の演奏

音楽会などによるクラシック音楽鑑賞

キャンプ

北九州・福岡大都市圏

大都市

資料：平成18年社会生活基本調査報告

(％)

趣味・娯楽行動者率上位20項目比較

●芸術文化に関する学習・研究行動をしている人は10％程度と他の大都市に比べると低め

12.3

9.9

9.1

8.2

7.4

7.3

3.2

2.3

14.5

14.0

10.4

12.3

10.1

10.5

3.3

4.5

0 10 20 30

パソコンなどの情報処理

芸術・文化

家政・家事

英語

人文・社会・自然科学

商業実務・ビジネス関係

介護関係

英語以外の外国語

北九州・福岡大都市圏

大都市

(％)

資料：平成18年社会生活基本調査報告

学習・研究の種類別行動者率比較

94.5

86.7

84.8

77.0

76.7

72.1

62.0

45.9

86.7

81.6

80.1

84.3

77.5

71.0

71.8

59.7

0 40 80 120

家政・家事(料理・裁縫・家庭
経営等)

英語

人文・社会・自然科学

パソコンなどの情報処理

商業実務・ビジネス関係

芸術・文化

英語以外の外国語

介護関係

北九州・福岡大都市圏

大 都 市

(日)

資料：平成18年社会生活基本調査報告

学習・研究の種類別行動日数比較

Ⅱ．福岡の今と未来（４）ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞと生活の質

Ⅱ．福岡の今と未来（5）ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞと国際評価

●イギリスの雑誌モノクルにて最も住みやすい都市の17位⇒16位⇒14位⇒16位
●モノクルでは2008年「ショッピング・ベストシティ」にも選出

福岡は親しみやすく国際的だ
が、東京に比べれば規模の小
さい都市だ。しかし食事と買
い物では日本の首都を上回る。
だからこそモノクルが選ぶ
「ショッピング」のベストシ
ティは福岡で決まりだ。

Ⅱ．福岡の今と未来（5）ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞと国際評価

資料：山下永子『中国観光客誘致策の研究
-中国新中間層向けマーケティング施策の検討-』「都市政策研究第8号」福岡アジア都市研究所,2009年
(注）都市イメージ（インターネット）調査による。期間：2009年2月～3月

●中国新中間層では、京都や札幌の文化・伝統・歴史のイメージが浸透しているが福岡は低い

中国在住新中間層が抱く都市イメージ
（認知している都市に対するイメージ）

実数 ％
111 100.0

男性 50 45.0
女性 61 55.0
20代 22 19.8
30代 53 47.7
40代 36 32.4
広州 34 30.6
青島 35 31.5
大連 42 37.8
6万元以上10万元未満 52 46.8
10万元以上 59 53.2
年に1回程度未満 41 36.9
年に1回程度以上 70 63.1

学歴 大学・大学院卒業 111 100.0

全体「中国新中間層」

性別

年収

海外旅行
頻度

居住市

年代

中国在住新中間層の構成
0

20

40

60

グローバル／
ワールドクラス

ビジネス

カルチャー

  トラディッショナル／
ヒストリカル

モダン／
コンテンポラリー

ファッショナブル／
スタイリッシュ

エキサイティング

ラヴリー／
ビューティフル

どれも当てはまらない

横浜（n=97) 京都（n=79)

札幌(n=75) 福岡(n=71)

％

1
1
5



●イノベーションシティ・ランキングにおいて、福岡市は52位にランキング

世界のイノベーション都市ランキング

ランク 都市
アジア
ランク

1 ボストン
2 パリ
3 アムステルダム
4 ウィーン
5 ニューヨーク
6 フランクフルト
7 サンフランシスコ
8 コペンハーゲン
9 リヨン
10 ハンブルグ
11 ベルリン
12 トロント
13 シュトゥットガルト
14 ロンドン
15 ミュンヘン
16 ミラノ
17 ストックホルム
18 香港 1
19 メルボルン 2
20 東京 3
21 ローマ
22 京都 4
23 ワシントンDC
24 上海 5
25 デュッセルドルフ
26 バルセロナ
27 ソウル 6
28 シドニー 7
29 プラハ
30 フィラデルフィア

・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・
52 福岡 11
88 神戸 13
93 大阪 14

資料：2thinknow, 2010年
（注１）世界289都市の文化的資源、人的インフラ、ネットワークマーケットの３要素を
（注２）アジアはアジア地域とオセアニア地域を含む
（注３）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所による

http://www.innovation-cities.com/innovation-cities-top-100-index-top-cities/

Ⅱ．福岡の今と未来（5）ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞと国際評価 Ⅱ．福岡の今と未来（5）ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞと国際評価

資料：金沢市

●現在世界、28の都市がユネスコ創造都市ネットワークに登録

●世界の都市総合力ランキング（森記念財団）では福岡市は28位
●しかし、分野別・アクター別で見ると、文化・交流、アーティストでは評価は低調

18位 30位

30位
31位

29位

経営者

研究者

アーティスト観光客

生活者

福岡市のアクター別順位

14位

30位
30位

４位

35位

23位

経済

研究・
開発

文化・
交流

居住

環境

交通・
アクセス

福岡市の分野別順位

Ⅱ．福岡の今と未来（5）ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞと国際評価

28

Ⅲ．25年前を思い出しつつ、25年後を展望

1986年6月21日西日本新聞朝刊

1987年７月3日西日本新聞夕刊

1986年 新語・流行語大賞
新語部門

金賞 究極
銀賞 激辛
銅賞 ファミコン

流行語部門
金賞 新人類
銀賞 知的水準
銅賞 「亭主元気で留守がいい」
大衆賞 おニャン子
大衆賞 「プッツン」

25年前を思い出しつつ、議論を進めていきましょう

1986年 第28回レコード大賞

レコード大賞
「DESIRE」 中森明菜

アルバム大賞
「 SUPREME」松田聖子

最優秀歌唱賞
「北の漁場」 北島三郎

最優秀新人賞
「仮面舞踏会」少年隊

歌手 曲 歌手 曲

荻野目洋子(初) ダンシング・ヒーロー 少年隊(初) 仮面舞踏会

大月みやこ(初) 女の港 新沼謙治(10) 情け川

小泉今日子(3) 夜明けのMEW 三波春夫(29) あゝ北前船

斉藤由貴(初) 悲しみよこんにちは 吉幾三(初) 雪國

小柳ルミ子(16) 乱 田原俊彦(7) あッ

中森明菜(4) DESIRE -情熱- 沢田研二(14) 女神

テレサ・テン(2) 時の流れに身をまかせ 山川豊(初) ときめきワルツ

研ナオコ(10) Tokyo見返り美人 シブがき隊(5) トラ! トラ! トラ!

五輪真弓(3) 時の流れに〜鳥になれ〜 小林旭(2) 熱き心に

河合奈保子(6) ハーフムーン・セレナーデ 近藤真彦(6) 青春

川中美幸(6) ふたりの絆 大川栄策(4) 雨の港

和田アキ子(10) もう一度ふたりで歌いたい 菅原洋一(20) 小雨降る径（ミチ）

松田聖子(7) 瑠璃色の地球 加山雄三(10) 今は別れの時

岩崎宏美(12) 好きにならずにいられない 角川博(3) 波止場シャンソン

水前寺清子(22) 男三百六十度 チェッカーズ(3) Song for U.S.A.

松原のぶえ(2) 演歌みち 千昌夫(14) 望郷旅鴉

八代亜紀(14) 港町純情 細川たかし(12) さだめ川

島倉千代子(30) くちべに挽歌 村田英雄(25) 男吉良常

小林幸子(8) 別離（ワカレ） 五木ひろし(16) 浪花盃

石川さゆり(9) 天城越え 森進一(19) ゆうすげの恋

白組紅組

1986年NHK紅白歌合戦出場歌手

1
1
6



 

1
1
7



1

「アジアのリーダー都市ふくおか！プロジェクト」

第６回リレーフォーラム
スポーツとまちの元気

-データで語る福岡の今・未来-

2011年7月22日

（財）福岡アジア都市研究所 専門研究員 山下永子

注：本資料の数量を表すコメント（○倍、○億、等）は、イメージを伝えやすくするために概数を用いている場合があります。
数字を引用される場合は、グラフ・数表中のデータを用い、出典先を記載の上ご使用ください。

http://f-shinvision.jp
Ⅰ．地球・世界・日本の未来

（１）人口
（２）経済力
（３）地球環境

Ⅱ．福岡の今と未来
（１）人口
（２）スポーツと経済産業
（３）スポーツと生活の質
（４）スポーツと交流
（５）スポーツと国際評価

Ⅲ．25年前を思い出しつつ、25年後を展望

０．データの構成

3

Ⅰ．地球・世界・日本の未来（１）人口

●国連は、今日から2050年までの間に人口は70億人から93億人になると予測
そして、その98％は、開発途上や新興地域の都市部で増加

●25年後、2036年頃の世界人口予測は、87億人

4

Ⅰ．地球・世界・日本の未来（２）経済力

●2050年、GDP世界一の座は中国に移り、２位に倍近い差
●米国は辛うじて２位を維持しているが、インドに抜かれそうに
●日本は８位、上位はBRICsなど新興国の独壇場に

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 (Goldman Sachs, BRICs and Beyond, 2007を基に作成されたもの)
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所によるもの
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移動するグローバル経済力
2050年のGDP上位10カ国

GDP:10億米ドル

（2006年為替レート）

1
1
8



5

Ⅰ．地球・世界・日本の未来（３）地球環境

●2050年までに温室効果ガスは52％増加し、地球の温度は1.7-2.4度上昇
その結果、インフラや穀物などに深刻なダメージ

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 (OECD, Environmental Outlook to 2030, 2008を基に作成されたもの)
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所によるもの
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GtCO2eq
（二酸化炭素

換算量）

温室効果ガス排出量は引き続き上昇
地域別温室効果ガス排出量

その他の国

BRIC（ブラジル、ロシア、インド、中国）

OECD

(年）

6

Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口

●2025年ごろ、福岡市の人口はゆるやかな減少に転じるが、老化は勢いを増しながら進行
●2030年、福岡市・福岡都市圏は現状維持の人口だが、九州では1300万⇒1100万人へ減

1,160

1,237
1,285

1,341
1,401

1,428 1,455 1,469 1,472 1,463

1,100

1,200

1,300

1,400

1,500
（千人）

（％）

人口推移と人口構造の変化

人口

21.7 18.7 16.0 14.2 13.4 13.4 13.3 12.9 12.1 11.3

70.4 71.6 72.6 72.1 70.2 69.2 66.2 64.6 64.3 63.9

7.8 9.1 11.0 13.3 15.2 17.4 20.5 22.5 23.6 24.8
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1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030

年少人口率（％）

15歳未満

生産年齢人口率（％）

15～64歳
高齢者人口率（％）

65歳以上

2010年速報値
★1,464

人
口
構
成

人口予測
（2002年福岡市の将来人口予測）

資料：国勢調査（1985‐2005年）、★は国勢調査速報値（2010年）、福岡市による推計値（2010～2030年）

7

Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口

●現在、福岡市は大都市の中でも若者（特に女性）が多く、活気があり華やかな都市だが
この25年間で、若者率は減少に推移

24.8

26.0

26.6

25.9

22.5

12.5

12.9

12.8

11.2

11.9

0 5 10 15 20 25 30

1985年

1990年

1995年

2000年

2005年

若者率
女性率

（％）

福岡市の総人口に占める若者率(15歳～29歳）と女性の割合の推移

資料：国勢調査

（注）福岡市母数：1985年（N=1,160,440)、 1990年(N=1,237,062)、1995年(N=1,284,795)、2000年(N=1,341,470)、2005年(N=1,401,279)
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22 .511 .2
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福岡市(N=1,401,279)
仙台市（N=1,025,098）

京都市(N=1,474,811)
川崎市（N=1,327,011）
札幌市(N=1,880,863)

東京23区(N=8,489,653)

名古屋市(N=2,215,062)
大阪市(N=2,628,811)

広島市（N=1,154,391）
神戸市(N=1,525,393)

横浜市(N=3,579,628)
北九州市（N=993,525）

若者

女性

（％）

12大都市の総人口に占める若者率（15歳～29歳）と女性の割合

資料：国勢調査（2005年）
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Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口

●老人医療費が高い福岡市は、生産年齢人口が減少すると、高齢者を支えきれなくなる

仙台市

千葉市

東京23区

新潟市

浜松市

京都市

大阪市

北九州市

札幌市

さいたま市横浜市

川崎市

相模原市

静岡市

名古屋市

堺市

神戸市

岡山市

広島市

福岡市

700

750
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850

900

950

1,000

1,050

1,100

1,150

1,200

1,250

2.5 3.0 3.5 4.0 4.5
（人）

（千円）

高齢者１人を支える生産年齢人口（多いほど良）

１
人
当
り
老
人
医
療
費
（
少
な
い
ほ
ど
良
）

相対的に厳しいグループ 生産年齢人口が減少すると負担が
増すグループ

医療費が上がると負担が増すグループ 相対的に健全なグループ

20都市平均費用

20都市平均人数

2007年　１人当たり老人医療費と高齢者１人を支える生産年齢人口

資料：厚生労働省「老人医療事業報告」平成19年度、住民基本台帳登録人口 平成19年
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）スポーツと経済産業

●福岡市のスポーツ関連産業の集積は、微増傾向にある（一部を除く）

福岡市内スポーツ産業関連事業所 事業所数と従業者数
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ゴルフ練習場

ゴルフ場

バッティング・テニス練習場

テニス場

体育館

平成18年

平成21年

資料：平成21年経済センサス基礎調査 平成18年事業所・企業統計調査
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資料：平成21年経済センサス基礎調査 平成18年事業所・企業統計調査

(人)

福岡市スポーツ関連従業者数

Ⅱ．福岡の今と未来（２）スポーツと経済産業

●大都市の中ではスポーツ関連産業で働く人の数は、あまり多いほうではない

人口10万人あたりのスポーツ産業関連事業所 従業者数 大都市比較１
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資料：平成21年経済センサス基礎調査
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資料：平成21年経済センサス基礎調査
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（注）福岡市 産業小分類 体育館
H18事業所・企業統計調査 ２０事業所数（民営9，公営11）
H21経済センサス基礎調査 ５事業所数（民営4，公営１）
となっているが、各区体育館が指定管理者制度になったため、公営事業所から民営事業所へと分類さ

れることとなった。しかし運営を行っている本社（大阪府）が福岡市各区体育館を調査票に記載していな
かった（と思われる。）ため、各区体育館が調査漏れとなっている。
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人口10万人あたりのスポーツ産業関連事業所 事業所数 大都市比較１

●ただし、大都市の中ではフィットネスクラブの数は比較的多いほうである
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）スポーツと経済産業

●だが、福岡市は、ボウリング場・バッテング・テニス練習場産業が集積している

人口10万人あたりのスポーツ産業関連事業所 従業者数 大都市比較２
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1
2
0



Ⅱ．福岡の今と未来（２）スポーツと経済産業

人口10万人あたりのスポーツ産業関連事業所 事業所数 大都市比較２
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）スポーツと経済産業

●他の大都市と比較すると、日常的なスポーツ関連支出(習う・見る・買う）は、少ない

１世帯あたりのスポーツ関連活動への年間支出金額 大都市比較１
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資料：平成22年家計調査年報
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＜スポーツ観覧料＞
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＜スポーツ用品購入＞
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●スポーツクラブ利用者以外は、お金をかけずにスポーツ活動を行っている人が多い

１世帯あたりのスポーツ関連活動への年間支出金額 大都市比較２
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＜ゴルフプレー料金＞
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＜スポーツクラブ使用料＞
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大阪市

仙台市

千葉市

浜松市

岡山市

神戸市

堺市

静岡市

北九州市

福岡市

資料：平成22年家計調査年報

(円)

＜他のスポーツ施設使用料＞

Ⅱ．福岡の今と未来（２）スポーツと経済産業

●福岡都市圏には８のプロスポーツチームがあり プロ/トップチームスポーツ観戦が盛んである

資料：福岡市ホームページ
http://fukuoka-think-health-navi.jp/sports/proffesional-sports/

福岡都市圏のプロ/トップチームスポーツチーム

4,300

2,193

2,164

1,946

1,600

1,546

1,210

1,444

1,142

340

159

193

248

210

541

255

295

867

519

316

306

218

179

129

75

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000

東京23区

名古屋市

福岡市

札幌市

広島市

千葉市

横浜市

大阪市

仙台市

さいたま市

新潟市

川崎市

静岡市

神戸市

京都市

岡山市

北九州市

プロ野球(セ・パ)

Jリーグ(1部・2部)

資料：日本サッカーリーグ、プロ野球情報サイト「プロ野球Freak」

(注)主な本拠地競技場の所在地による記載のため、阪神タイガースや埼玉西武

ライオンズ、ガンバ大阪などホームグラウンドが大都市以外にあるチームの

観客数は含まれない
(注)浜松市は該当チームがないため非掲載
(注)大都市以外の準本拠地等での主催試合における動員数も含む

(千人)

2010年プロ野球（セ・パリーグ）とJリーグ（1部・2部）
大都市本拠地チーム年間観客動員数比較

1
2
1



Ⅱ．福岡の今と未来（３）スポーツと生活の質

●福岡市民の約9割は、福岡市は「住みやすく」「住み続けたい」都市⇒福岡大好き
●満足している点のトップ３は
1位 買い物の便利さ
2位 新鮮で美味しい食べ物の豊富さ
3位 自然環境の豊かさ

●レジャー・レクリエーション
施設の充実への満足度は４７％

86.1

85.5

75.5

73.1

71.0

68.2

67.5

66.7

64.6

59.3

50.1

47.3

44.9

42.8

35.1

28.1

25.0

23.9

0 20 40 60 80 100

11.2

10.2

18.1

24.3

18.3

22.9

24.7

22.0

26.6

22.9

27.7

36.2

26.2

36.1

36.7

47.8

67.2

63.2

020406080100

買い物の便利さ

新鮮でおいしい
食べ物の豊富さ

自然環境の豊かさ

交通の便

自然災害の少なさ

医療機関の充実

住宅事情

人の親切や人情味

物価の安さ

芸術・文化水準

教育環境

レジャー・レクリエー
ション施設の充実

子育てのしやすさ

地域住民の連帯感の強さ

福祉の充実

就業機会の多さ

市民のマナー

犯罪の少なさ

＜満足している点＞＜不満である点＞

（％） （％）

●不満である点のワースト３は
1位 市民のマナー
2位 犯罪 （※1）
3位 就業機会 （※2）

資料：平成22年度福岡市市政に関する意識調査（2011年）
（注）調査原票では※1が「犯罪の少なさ」、※2が「就業機会
の多さ」と記載されている。

Ⅱ．福岡の今と未来（３）スポーツと生活の質

●福岡都市圏は他の大都市圏に比べ、スポーツ行動率は低いが、集団球技活動は盛んである

35.0

19.5
12.3 11.8 9.2 8.6 8.2 8.2 7.5 7.5 6.8 6.5 6.4 6.0 5.8 4.5 4.3 3.2 0.9 0.5 0.4

6.3

63.3

0

20

40

60

80
北九州・福岡大都市圏

大都市

(％) スポーツ行動者年間行動者率比較

105.4

66.7 65.8 64.0 63.2 62.5 62.2 60.5 57.9 56.5 53.8 51.4

36.4
26.0 25.7 25.6 25.4

17.2
7.9 6.4 5.9

0

40

80

120

北九州・福岡大都市圏

大都市

資料：平成18年社会生活基本調査報告

(日) スポーツ行動者年間行動日数比較

Ⅱ．福岡の今と未来（３）スポーツと生活の質

●福岡市では、公的な施設や場所でスポーツを楽しむ人が多い
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5.8
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5.4
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7.7
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4.9 

4.2 

2.6 

11.3

9.9

6.2

12.9

12.8

11.5

13.7

30.6 

22.8 

20.9 

27.3 

38.4 

37.0 

31.6 

3.4

5.9

5.4

4.3

2.4

1.8

1.7

6.7 

3.0 

10.1 

8.6 

6.7 

6.7 

4.3 

10.7 

5.0 

14.0 

12.9 

11.6 

10.3 

8.5 

12.3

22.8

13.2

10.1

10.4

10.9

9.4

5.9 

2.0 

4.7 

2.9 

4.3 

8.5 

12.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(N=815)

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

市や区など公営のグラウンドやコート 市や区など公営の体育館やプール

公民館 地域の小・中学校

近所の公園 近所の道路・自宅周辺

フィットネスクラブなど民間のグラウンドやコート フィットネスクラブなど民間の体育館やプール

ゴルフ場・ゴルフ練習場 その他

無回答

スポーツを行っている主な場所（最もよく行っているスポーツについて）

資料：福岡市市民局スポーツ振興課「福岡市スポーツ振興計画」平成22年2月
「平成20年度 福岡市新・基本計画の成果指標に関する意識調査」結果より

（注）母数：20代（n=101）、30代（n=129）、40代（n=139）、50代（n=164）、60代（n=165）、70代以上（n=117）

民

Ⅱ．福岡の今と未来（３）スポーツと生活の質

●福岡市では、健康・体力づくりのためにスポーツを行っている人が56.5％で最も多い

56.5

25.9

5.2

3.8

2.4

1.4

1.1

1.0 

0.5

0.2

1.2

0 10 20 30 40 50 60

健康・体力づくりのため

楽しみ、気晴らし

運動不足を感じて

友人仲間との交流

家族とのふれあいとして

美容や肥満解消

自己の記録や能力を向上させるため

リハビリテーションのため

社会参加の一つとして

精神の修養や訓練のため

その他

（％）

市民が運動・スポーツを行う理由

資料：福岡市市民局スポーツ振興課「福岡市スポーツ振興計画」平成22年2月
「平成18年度 福岡市市民スポーツ実態調査」結果より

全体（N=1,121)
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2
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Ⅱ．福岡の今と未来（３）スポーツと生活の質

●福岡・北九州都市圏のボランティア活動はあまり活発ではないが、アクティブ系は大都市水準
●福岡市のスポーツボランティアへの登録者数は年々増加している

102

171

208
229

0

50

100

150

200

250

2005 2006 2007 2008

（人）

福岡市のスポーツボランティア登録者数

資料：福岡市市民局スポーツ振興課「福岡市スポーツ振興計画」平成22年2月
（財）福岡市スポーツ振興事業団集計による

（注）各年度末の登録者数

（年）

47.6

26.8

23.3

16.4

12.3

47.9

38.4

44.5

20.3

22.6

0 20 40 60

スポーツ・文化・芸術・

学術に関係した活動

高齢者を対象とした活動

自然や環境を

守るための活動

健康や医療サービスに

関係した活動

まちづくりのための活動

北九州・福岡大都市圏

大都市平均

（日/年）

ボランティア活動の種類別年間行動日数

資料：総務省統計局「平成18年社会生活基本調査」

Ⅱ．福岡の今と未来（４）スポーツと交流

●福岡市は年間を通じて、全国・世界規模のスポーツイベントが開催されている

1 全日本選抜柔道体重別選手権大会 ４月３日（土）・４日（日） 福岡国際センター 後援

2 福岡国際女子テニス２０１０ ５月２日（日）～９日（日） 博多の森テニス競技場 共催

3 アジア太平洋カップ福岡国際男子バレーボール大会 ６月１８日（金）～２０日（日） 福岡市民体育館 共催

4 金鷲旗・玉竜旗高校柔剣道大会 ７月２１日（水）～２９日（木） マリンメッセ福岡 後援

5 文部科学大臣杯第５３回小学生・中学生全国空手道選手権大会 ７月３１日（土）・８月１日（日） マリンメッセ福岡 後援

6 KYUSHU SUN-CUP　１０大会 ８月７日（土）・８日（日） シーサイドももち海浜公園特設コート 後援

7 福岡市・釜山広域市スポーツ交流事業 ８月１７日(火)～１９日(木) 釜山廣域市内各会場 主催（共催）

8 福岡トライアスロンフェスタ２０１０ １０月３日（土）・４日（日） 海の中道海浜公園 後援

9 第２３回市民総合スポーツ大会総合開会式 １０月１１日（月・祝） 平和台陸上競技場 主催

10 福岡志賀島金印マラソン大会 １０月１７日(日) 志賀島外周 後援

11 西日本各県対抗九州一周駅伝競走大会 １０月２９日（金）～１１月７日（日） 九州各県、最終日のゴールは西日本新聞社横 後援

12 シティマラソン福岡２０１０ １０月３１日（日） 福岡ヤフードーム 主催

13 Ｕ－１５全国選抜ジュニアテニス選手権大会 １１月３日(水・祝)～７日(日) 博多の森テニス競技場 後援

14 大相撲九州場所 １１月１４日(日)～２８日(日) 福岡国際センター 後援

15 福岡国際マラソン選手権大会 １２月５日（日） 平和台陸上競技場スタート・ゴール、福岡市内 後援

16 平成２２年度ウィンタースポーツフェスタ １２月４日（土） パピオアイスアリーナ 共催

17 福岡国際クロスカントリー大会 ２月２６日（土） 海の中道海浜公園内特設コース 共催

資料：福岡市 スポーツ事業課

平成22年度において福岡市が助成したスポーツ大会

大会名 開催日（期間） 開催場所
福岡市
の助成

Ⅱ．福岡の今と未来（４）スポーツと交流

●1974年に福岡国際マラソンの福岡市定着後、福岡市は複数の国際大会を定期的に開催
●福岡市では、1995年のユニバーシアード以来、世界規模のスポーツ大会を開催・運営

1995年 第18回ユニバーシアード大会1995福岡

1996年 荻村杯全日空グランプリ'96国際卓球選手権大会

第27回世界ユースヨット選手権大会

パンパシフィック水泳選手権大会'97福岡大会

国際陸上競技連盟グランプリファイナル福岡'97

第12回アジア陸上競技選手権福岡大会

1998バレーボール世界選手権大会（福岡大会）

1999年 第20回男子アジアバスケットボール選手権大会

2000年 世界少年野球大会福岡大会

第9回世界水泳選手権大会福岡

2001バレーボール(女子)ワールドグランド・チャンピオンズカップ（福岡大会）

2003年 ワールドカップバレーボール2003男子福岡大会

第34回IAAF世界クロスカントリー選手権福岡大会

2006バレーボール世界選手権男子福岡大会

第12回アジアジュニア卓球選手権2006北九州大会

第8回アジア男子ソフトボール選手権大会

ワールドカップバレーボール男子福岡大会

新体操国際大会inFUKUOKA

2012年 ゴールデンオールディーズ・ワールドラグビーフェスティバル福岡(予定)

資料：プロジェクト福岡「フォーラム福岡」15号(2007年8月1日号）、(財）福岡アジア都市研究所調べ

1997年

1998年

2001年

2006年

2007年

福岡市及び福岡県における主な国際スポーツ大会の開催状況(予定含む）福岡市で毎年開催される主な大会

全日本選抜柔道体重別選手権大会

アジア太平洋カップ福岡国際男子バレーボール大会

金鷲旗・玉竜旗高校柔剣道大会

福岡国際マラソン選手権大会

福岡国際クロスカントリー大会

福岡国際女子テニス

資料：福岡市スポーツ事業課

Ⅱ．福岡の今と未来（４）スポーツと交流

●これからの25年に、開催される世界のスポーツイベントは多種多様に存在

オリンピック
(夏季）

オリンピック
 (冬季）

FIFA
ワールド
カップ

ラグビー
ワールド
カップ

世界陸上 世界水泳
アジア競技
大会（夏季）

アジア競技
大会（冬季）

コモンウェル
スゲームズ

ユニバー
シアード
（夏季）

ユニバー
シアード
（冬季）

ユース
オリンピック

2010年
バンクー

バー
 南アフリカ

共和国  広州 デリー シンガポール

2011年
ニュージー

ランド
大邱

（韓国）
上海

アスタナ・
アルマティ

（カザフスタン）
深圳

 エルズルム
（トルコ）

2012年 ロンドン
インスブルック
（オーストリア）

2013年 モスクワ バルセロナ
カザン

（ロシア）
 マリボル

（スロベニア）

2014年 ソチ  ブラジル 仁川
グラス
ゴー

南京

2015年
英国

（イングランド） 北京
カザン

（ロシア）
 光州

（韓国）
 グラナダ

（スペイン）

2016年
リオデジャ

ネイロ ●

2017年 ● グアダラハラ
（メキシコ） 札幌 ● ●

2018年 平昌  ロシア ● ●

2019年 日本 ● ● ● ● ●

2020年 ● ●

2021年 ● ● ● ●

2022年 ●  カタール ● ●

資料：各大会運営組織公式ホームページなどから作成（調査期間：2011年6月15日～2011年7月19日）

（注）●は開催地未定

主要な世界的スポーツ大会開催年表
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Ⅱ．福岡の今と未来（5）スポーツと国際評価

●イギリスの雑誌モノクルにて最も住みやすい都市の17位⇒16位⇒14位⇒16位
●モノクルでは2008年「ショッピング・ベストシティ」にも選出

福岡は親しみやすく国際的だ
が、東京に比べれば規模の小
さい都市だ。しかし食事と買
い物では日本の首都を上回る。
だからこそモノクルが選ぶ
「ショッピング」のベストシ
ティは福岡で決まりだ。

Ⅱ．福岡の今と未来（5）スポーツと国際評価

●福岡市は、スポーツイベント開催都市として、まだ世界的に知られるに至っていない

Ultimate Sports City （究極のスポーツ都市） 2010
最終候補者リスト

資料：福岡市「世界都市ランキング情報調査結果 報告書」2011年3月
© SportBusiness is a division of SBG Companies Limited
http://www.sportbusiness.com/awards/usc/2010を基に作成されたもの。
(注) SportBusiness Groupの「究極のスポーツ都市賞」（ 'Ultimate Sports Cities' Awards）は、

世界の先進的なスポーツの受け入れ都市を表彰するものである。

・北京(中国) ・メルボルン（オーストラリア）

・ベルリン（ドイツ） ・モンテカルロ（モナコ公国）

・ブタペスト（ハンガリー） ・モスクワ（ロシア）

・シカゴ（アメリカ） ・ニューヨーク（アメリカ）

・ドーハ（カタール） ・パリ（フランス）

・ドバイ（アラブ首長国連邦） ・リオデジャネイロ（ブラジル）

・グラスゴー（スコットランド） ・ローマ（イタリア）

・イスタンブール（トルコ） ・上海（中国）

・ヨハネスブルグ（南アフリカ） ・シンガポール

・ローザンヌ（スイス） ・シドニー（オーストラリア）

・ロンドン（イギリス） ・バレンシア（スペイン）

・マドリッド（スペイン） ・バンクーバー（カナダ）

・マンチェスター（イギリス）

Ⅱ．福岡の今と未来（5）スポーツと国際評価

●韓国人観光客は、ゴルフやアウトドア体験を、福岡・九州でしてみたいと考えている

42.4 

28.0 

20.3 

35.8 

33.3 

11.3 

6.2 

7.5 

5.5 

26.7 

8.6 

6.4 

3.8 

0 20 40 60 80 100

A．日本料理や九州の料理を食べる(n=229)

B．ブランド品を購入する(n=189)

C．電化製品を購入する(n=158)

D．日用品を購入する(n=179)

E．歴史文化遺産を訪問する(n=201)

F．イベントに参加・鑑賞する(n=151)

G．ゴルフをする(n=130)

H．アウトドアをする(n=133)

I．美容に関わることをする(n=128)

J．温泉にはいる(n=206)

K．各種交流に関わる活動をする(n=139)

L．留学、研修、講義の受講など(n=109)

M．その他(n=53)

（％）

＜過去に体験したことがある＞

買
い
物

観

光

美
容
・

健
康

グ
ル
メ

資料：（財）福岡アジア都市研究所「福岡・釜山間高速船利用客（日本人・韓国人旅行者）

観光動向調査」2010年
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＜今回体験した＞
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56.6 
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＜次回以降体験したいと思っている＞

福岡釜山高速船利用韓国人観光客の福岡での体験項目と今後の意向

●世界の都市総合力ランキング（森記念財団）では福岡市は28位
●しかし、分野別・アクター別で見ると、文化・交流、観光客では評価は低調である

18位 30位

30位
31位

29位

経営者

研究者

アーティスト観光客

生活者

福岡市のアクター別順位

14位

30位
30位

４位

35位

23位

経済

研究・
開発

文化・
交流

居住

環境

交通・
アクセス

福岡市の分野別順位

Ⅱ．福岡の今と未来（5）スポーツと国際評価
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Ⅲ．25年前を思い出しつつ、25年後を展望

1986年6月21日西日本新聞朝刊

25年前を思い出しつつ、議論を進めていきましょう

資料：みらくる「プロ野球の歴史・記録」 http://probaseball.ojaru.jp/index.html(2011年7月21日検索）
(注）個人サイトにつき、データに誤りがある可能性があります。

参考データとして参照するに留めてください。

1986年プロ野球のタイトルホルダー (日本シリーズは 西武VS広島）1986年ワールドカップメキシコ大会

資料：別冊サッカーマガジン1986年夏季号ビバ！メキシコ'86 
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「アジアのリーダー都市ふくおか！プロジェクト」

第７回リレーフォーラム
人が仕事を生み、仕事が人を呼ぶ
-データで語る福岡の今・未来-

2011年7月28日

（財）福岡アジア都市研究所 専門研究員 山下永子

注：本資料の数量を表すコメント（○倍、○億、等）は、イメージを伝えやすくするために概数を用いている場合があります。
数字を引用される場合は、グラフ・数表中のデータを用い、出典先を記載の上ご使用ください。

http://f-shinvision.jp

2

Ⅰ．地球・世界・日本の未来
（１）人口
（２）経済力
（３）購買力
（４）起業活動率
（５）地球環境
（６）地球環境ビジネス
（７）ビジネス界のビジョン

Ⅱ．福岡の今と未来
（１）人口
（２）経済産業
（３）仕事・就業
（４）創業・起業
（５）国際評価

Ⅲ．25年前を思い出しつつ、25年後を展望

０．データの構成

3

Ⅰ．地球・世界・日本の未来（１）人口

●国連は、今日から2050年までの間に人口は70億人から93億人になると予測
そして、その98％は、開発途上や新興地域の都市部で増加

●25年後、2036年頃の世界人口予測は、87億人
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10,000

1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020 2030 2040 2050

人口（百万）

（年）

世界人口は都市部で増加
地域別、発展段階別人口1950～2050年

都市・開発途上国

郊外・開発途上国

都市・先進国

郊外・先進国

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 (グラフはUN Population Division, World Population 
Prospects:The 2008 Revision, 2008を基に作成されたもの)、コメントはUN Population Division, 
World Population Prospects:The 2010 Revision, 2010による

（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所による
4

Ⅰ．地球・世界・日本の未来（２）経済力

●2050年、GDP世界一の座は中国に移り、２位に倍近い差
●米国は辛うじて２位を維持しているが、インドに抜かれそうに
●日本は８位、上位はBRICsなど新興国の独壇場に

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 (Goldman Sachs, BRICs and Beyond, 2007を基に作成されたもの)
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所によるもの
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5

Ⅰ．地球・世界・日本の未来（３）購買力

●2030年までに、低所得・中所得の国々から、新たに８億人の中間層が誕生（２００５年比）
そして、その約半数がアジア太平洋地域の国々から

4億人

12億人
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2005 2030

ミドルクラスの国が急速に成長
低～中所得（4,000～17,000ドル/人）国の人口（購買力平価）
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割合（％）

（年）

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 (World Bank, Global Economic Prospects, 2007を基に作成されたもの)
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所による

6

Ⅰ．地球・世界・日本の未来（４）起業活動率

●経済発展途上国で活発な起業活動、日本は先進国の中でも、かなり低い起業活動率の国
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世界各国の起業活動率（2010年）
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資料：Global Entrepreneurship Monitor 「Global Entrepreneurship Monitor 2010 Global 
Report」2011年

（注）18～64歳の人口に占める起業活動を行っている者（起業準備中の者及び起業後３

年半未満の者）の割合

(%)

7

Ⅰ．地球・世界・日本の未来（５）地球環境

●2050年までに温室効果ガスは52％増加し、地球の温度は1.7-2.4度上昇
その結果、インフラや穀物などに深刻なダメージ

0

10

20

30

40

50

60

70

80

1970 1980 1990 2000 2010 2020 2030 2040 2050

二酸化炭素

換算量

（ギガトン）

（年）

温室効果ガス排出量は引き続き上昇
地域別温室効果ガス排出量

その他の国

BRIC（ブラジル、ロシア、インド、中国）

OECD

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 （OECD, Environmental Outlook to 2030, 2008を基に作成されたもの）
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所によるもの 88

Ⅰ．地球・世界・日本の未来（６）地球環境ビジネス

●今後は、生物多様や生態系サービスなど地球環境に関する新たな市場が、世界の経済を牽引

資料：環境省「平成23年版 環境白書-循環型社会・生物多様性白書」2011年
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持続可能な世界２０５０へ

価値観 人類の発展 経済 農業 森林 エネルギー 建築 移動 材料
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な行動
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の脱却
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ビジョン2050への道筋と主要９分野

現在のビジネスから資料：ＷＢＣＳＤ「Vision 2050」2010年

99

Ⅰ．地球・世界・日本の未来（７）ビジネス界のビジョン

●世界のビジネスリーダーによるVision2050は、様々な創造・創業が期待されアジェンダ化

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所による

1010

Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口

●2025年ごろ、福岡市の人口はゆるやかな減少に転じるが、老化は勢いを増しながら進行
●2030年、福岡市・福岡都市圏は現状維持の人口だが、九州では1300万⇒1100万人へ減
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資料：国勢調査（1985‐2005年）、★は国勢調査速報値（2010年）、福岡市による推計値（2010～2030年）

11

Ⅱ．福岡の今と未来（２）経済産業

●福岡市は、卸売業・小売業、サービス業の事業所と働く人が集積する都市

12

Ⅱ．福岡の今と未来（２）経済産業

●福岡市の総生産額：約6.8兆円の多くが、卸売業・小売業、サービス業から

建設業
4.1% 製造業

4.4%
電気・ガス・水道業

2.4%

運輸・通信業
7.4%

卸売・小売業
29.0%

金融・保険業
5.1%

不動産業
11.8%

サービス業
29.9%

その他
6.0%

福岡市の市内総生産（名目）

(産業大分類別構成比)

資料：福岡市民経済計算（平成20年度・総額67,915億円）

1
2
8



13

Ⅱ．福岡の今と未来（２）経済産業

●都市圏で見た場合、サービス、運輸・通信分野は独自性が強い（特化係数が高い）成長分野
●卸売・小売、サービスに比べ総生産額は低いが、製造業は、都市圏では成長分野

資料：福岡地域戦略推進協議会

独
自
性

総生産額の成長

14

Ⅱ．福岡の今と未来（２）経済産業

●貿易額（輸出・輸入額）は、この25年で8.6倍、10年間で1.6倍
●博多港の国際海上コンテナ取り扱い個数は、この25年で16倍、乗降人員は15年で8倍
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資料：門司税関（外国貿易年表）
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資料：福岡市港湾局「博多湾統計年報」2009年
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）経済産業

●商業・サービス業の都市と言われているが、販売面積は増えているのに販売額は低調、横ばい
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資料：福岡市の商業 商業統計調査（経済産業省）結果による
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）経済産業

●新たなサービス産業、例えば知識（創造）産業は伸びているが、雇用の大創出にはまだ至らず
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－従業者増減率および従業者構成比（規模）、グループ別特化係数(国内大都市比較）－

成長
雇用

資料（財）福岡アジア都市研究所（岡田允作成）

保健関連
ｻｰﾋﾞｽ業

1
2
9
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Ⅱ．福岡の今と未来（３）仕事・就業

●福岡市民の約9割は、福岡市は「住みやすく」「住み続けたい」都市⇒福岡大好き
●満足している点のトップ３は
1位 買い物の便利さ
2位 新鮮で美味しい食べ物の豊富さ
3位 自然環境の豊かさ

●不満足である点のワースト３は
1位 市民のマナー
2位 犯罪 （※1）
3位 就業機会 （※2）

86.1

85.5

75.5

73.1

71.0

68.2

67.5

66.7

64.6

59.3

50.1

47.3

44.9

42.8

35.1

28.1

25.0

23.9

0 20 40 60 80 100

11.2

10.2

18.1

24.3

18.3

22.9

24.7

22.0

26.6

22.9

27.7

36.2

26.2

36.1

36.7

47.8

67.2

63.2

020406080100

買い物の便利さ

新鮮でおいしい
食べ物の豊富さ

自然環境の豊かさ

交通の便

自然災害の少なさ

医療機関の充実

住宅事情

人の親切や人情味

物価の安さ

芸術・文化水準

教育環境

レジャー・レクリエー
ション施設の充実

子育てのしやすさ

地域住民の連帯感の強さ

福祉の充実

就業機会の多さ

市民のマナー

犯罪の少なさ

＜満足している点＞＜不満である点＞

（％） （％）

資料：平成22年度福岡市市政に関する意識調査（2011年）
（注）調査原票では※1が「犯罪の少なさ」、※2が「就業機会
の多さ」と記載されている。
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Ⅱ．福岡の今と未来（３）仕事・就業

●大都市の中では、有効求人倍率は低く、就業機会は少ない

0.77 

0.71 

0.60 

0.58 

0.50 

0.49 

0.47 

0.46 

0.44 

0.43 

0.36 

0.35 

0.0 0.5 1.0

大阪市

名古屋市

東京(全都）

京都市

広島市

神戸市

横浜市

仙台市

北九州市

福岡市

川崎市

札幌市

（倍）

有効求人倍率

資料：各都市調べ（2009年）
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Ⅱ．福岡の今と未来（３）仕事・就業

●福岡市の若い世代（2005年時点で15-34歳）の就業率は、とくに男性で低い

63.3

61.8

59.5

59.2

59.1

58.5

56.1

55.2

53.6

53.6

53.3

52.9

52.9

51.5

51.5

0 20 40 60 80

川崎市

静岡市

横浜市

広島市

名古屋市

さいたま市

千葉市

北九州市

京都市

大阪市

神戸市

福岡市

東京23区

札幌市

仙台市 （％）

(全体)

資料：国勢調査（2005年）

69.9

67.8

66.1

65.7

65.4

65.2

61.9

60.2

58.7

58.2

56.6

55.9

55.5

55.4

54.7

0 20 40 60 80

川崎市

静岡市

横浜市

広島市

さいたま市

名古屋市

千葉市

北九州市

大阪市

神戸市

京都市

東京23区

札幌市

福岡市

仙台市 （％）

大都市における15-34歳就業者割合

(男性)

55.7

55.7

52.8

52.7

52.5

51.1

50.6

50.6

50.2

49.9

49.9

48.6

48.6

48.2

47.7

0 20 40 60 80

静岡市

川崎市

広島市

名古屋市

横浜市

さいたま市

京都市

福岡市

北九州市

千葉市

東京23区

神戸市

大阪市

仙台市

札幌市 （％）

(女性)
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Ⅱ．福岡の今と未来（３）仕事・就業

●福岡市の中高年層（2005年時点で35-49歳）の就業率も他の都市に比べて低い

80.8

77.3

76.3

76.2

75.2

74.9

74.2

74.1

73.1

73.0

72.7

71.4

70.4

69.4

68.5

0 20 40 60 80 100

静岡市

広島市

川崎市

名古屋市

さいたま市

北九州市

横浜市

京都市

千葉市

福岡市

仙台市

神戸市

札幌市

大阪市

東京23区 （％）

(全体)

資料：国勢調査（2005年）

91.9

91.2

90.8

90.2

90.1

89.1

87.5

87.0

86.4

86.2

86.0

85.9

84.9

80.2

79.0

0 20 40 60 80 100

静岡市

さいたま市

川崎市

横浜市

広島市

名古屋市

千葉市

北九州市

京都市

神戸市

仙台市

福岡市

札幌市

大阪市

東京23区
（％）

大都市における35-49歳就業者割合

(男性)

69.5

64.6

63.6

62.6

62.2

60.9

59.5

59.3

58.7

57.9

57.8

57.8

57.4

57.3

56.9

0 20 40 60 80 100

静岡市

広島市

北九州市

名古屋市

京都市

福岡市

仙台市

川崎市

大阪市

さいたま市

千葉市

神戸市

札幌市

東京23区

横浜市
（％）

(女性)

1
3
0
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Ⅱ．福岡の今と未来（３）仕事・就業

●福岡市の高齢者（2005年時点で65歳以上）の就業率も、ほかの都市に比べて低い

25.2

23.7

22.1

21.5

20.1

19.9

19.8

19.1

18.6

18.1

17.3

15.9

15.5

14.1

13.9

0 10 20 30 40 50

東京23区

静岡市

京都市

名古屋市

川崎市

さいたま市

広島市

大阪市

横浜市

福岡市

千葉市

仙台市

神戸市

札幌市

北九州市 （％）

(全体)

資料：国勢調査（2005年）

36.2

33.4

33.3

30.7

29.9

29.2

29.0

27.6

27.4

26.9

25.1

24.8

23.2

23.0

21.1

0 10 20 30 40 50

東京23区

静岡市

京都市

名古屋市

さいたま市

川崎市

広島市

福岡市

横浜市

大阪市

千葉市

仙台市

札幌市

神戸市

北九州市 （％）

大都市における65歳以上就業者割合

(男性)

17.1

16.4

14.6

14.3

13.3

13.2

12.8

11.6

11.6

11.3

10.4

9.9

9.3

9.1

7.5

0 10 20 30 40 50

東京23区

静岡市

名古屋市

京都市

大阪市

広島市

川崎市

さいたま市

福岡市

横浜市

千葉市

神戸市

仙台市

北九州市

札幌市 （％）（％）（％）

(女性)
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Ⅱ．福岡の今と未来（４）創業・起業

●福岡市の開業率は大都市の中ではトップだが、廃業率も３番目と高い

開業率

3.6

3.3

3.1

3.0

2.9

2.9

2.9

2.7

2.7

2.7

2.7

2.6

2.6

2.6

2.6

2.4

2.3

2.3

2.3

2.1

0 2 4 6 8

福岡市

札幌市

仙台市

横浜市

神戸市

堺市

広島市

相模原市

北九州市

名古屋市

大阪市

新潟市

浜松市

岡山市

川崎市

さいたま市

京都市

千葉市

静岡市

東京23区

(％)

資料：平成18年事業所・企業統計調査

　　　 平成21年経済センサス基礎調査「存続・新設・廃業別民営事業所数」より

　　　 (財)福岡アジア都市研究所推計

(注)平成18年と平成21年各調査時における事業所をもとにした推計値

(％)

廃業率

6.9

6.9

6.8

6.7

6.5

6.5

6.3

6.3

6.0

6.0

5.7

5.7

5.7

5.7

5.6

5.5

5.5

5.2

5.2

5.1

0 2 4 6 8

仙台市

東京23区

福岡市

神戸市

札幌市

大阪市

名古屋市

北九州市

堺市

広島市

相模原市

京都市

新潟市

静岡市

横浜市

さいたま市

千葉市

浜松市

川崎市

岡山市

(％)

資料：平成18年事業所・企業統計調査
　　　 平成21年経済センサス基礎調査「存続・新設・廃業別民営事業所数」より
　　　 (財)福岡アジア都市研究所推計
(注)平成18年と平成21年各調査時における事業所をもとにした推計値

(％)
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Ⅱ．福岡の今と未来（４）創業・起業

●福岡市の事業所存続率は、大都市の中で最も低い

2006年→2009年事業所存続率

92.4

92.1

91.9

91.6

91.5

91.3

91.2

91.2

91.1

91.1

91.0

90.8

90.7

90.3

90.2

89.8

89.6

89.2

89.0

88.2

50 60 70 80 90 100

静岡市

東京23区

京都市

浜松市

新潟市

岡山市

さいたま市

千葉市

北九州市

川崎市

名古屋市

相模原市

大阪市

堺市

広島市

神戸市

横浜市

仙台市

札幌市

福岡市

(％)

資料：平成18年事業所・企業統計調査

　　　 平成21年経済センサス基礎調査「存続・新設・廃業別民営事業所数」より

　　　 (財)福岡アジア都市研究所推計

(注)平成18年と平成21年各調査時における事業所をもとにした推計値

(％)
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Ⅱ．福岡の今と未来（４）創業・起業

●大都市求職者のなかで「自分で事業を起こしたい」と思っている人の割合は福岡市が最も高い

14.9

13.5

12.8

12.5

12.5

12.4

10.5

9.6

9.5

9.4

9.0

8.9

8.8

8.7

8.5

8.4

7.3

5.5

0 5 10 15 20

福岡市

名古屋市

広島市

大阪市

京都市

東京23区

川崎市

静岡市

横浜市

仙台市

堺市

浜松市

さいたま市

神戸市

千葉市

新潟市

北九州市

札幌市

(%)

資料：平成19年就業構造基本調査
(注)求職者（転職希望者）のうち、希望する仕事の形態で「自分で事業を起こしたい」と
回答した人の割合

求職者の創業意向大都市比較

1
3
1
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Ⅱ．福岡の今と未来（４）創業・起業

●福岡市では、仕事を持っている人（有業者）のうち、起業をした人の割合は９％

26

Ⅱ．福岡の今と未来（４）創業・起業

●福岡市の起業者の特徴は、女性比率の高さと、若者率の低さ

起業者（自営業＋会社）に占める女性比率
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資料：平成19年就業構造基本調査

(％)

起業者（自営業＋会社）に占める35歳未満比率
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資料：平成19年就業構造基本調査
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起業者の産業分野 (大都市比較)

資料：平成19年就業構造基本調査

（注）札幌市(N=86,200)、仙台市(N=38,600)、さいたま市(N=48,700)、千葉市(N=35,100)、東京23区(N=544,100)、横浜市(N=164,100)、川崎市(N=61,400)、新潟市(N=33,000)、静岡市(N=36,500)、
浜松市(N=34,600)、名古屋市(N=121,800)、京都市(N=79,500)、大阪市(N=148,900)、堺市(N=49,700)、神戸市(N=69,500)、広島市(N=56,500)、北九州市(N=45,200)、福岡市(N=66,900) 27

Ⅱ．福岡の今と未来（４）創業・起業

●福岡市で事業を展開する起業者の産業分野は、多い順に
１位 卸売業・小売業、２位 学術研究、専門・技術サービス業、３位 建設業

28

Ⅱ．福岡の今と未来（４）創業・起業

●福岡市のオフィスは、賃料は下落、空室率は上昇傾向から横ばいと、起業しやすい環境に

福岡市住宅地と商業地平均地価公示価格推移
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724
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99 211 113（2011年）
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商業地ピーク(92年)

住宅地ピーク(92年)

商業地ボトム(05年)

資料：福岡市公有財産課　国土交通省地価公示
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（空室率：％）（募集賃料：円／坪）

福岡市内のオフィス空室率と募集賃料の四半期推移

（2008年3月～2011年3月）

資料：シービー・リチャードエリス㈱「OFFICE MARKET  REPORT」
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Ⅱ．福岡の今と未来（５）国際評価

●イギリスの雑誌モノクルにて最も住みやすい都市の17位⇒16位⇒14位⇒16位
●モノクルでは2008年「ショッピング・ベストシティ」にも選出

福岡は親しみやすく国際的だ
が、東京に比べれば規模の小
さい都市だ。しかし食事と買
い物では日本の首都を上回る。
だからこそモノクルが選ぶ
「ショッピング」のベストシ
ティは福岡で決まりだ。

30

●イノベーションシティ・ランキングにおいて、福岡市は52位にランキング

世界のイノベーション都市ランキング

ランク 都市
アジア
ランク

1 ボストン
2 パリ
3 アムステルダム
4 ウィーン
5 ニューヨーク
6 フランクフルト
7 サンフランシスコ
8 コペンハーゲン
9 リヨン
10 ハンブルグ
11 ベルリン
12 トロント
13 シュトゥットガルト
14 ロンドン
15 ミュンヘン
16 ミラノ
17 ストックホルム
18 香港 1
19 メルボルン 2
20 東京 3
21 ローマ
22 京都 4
23 ワシントンDC
24 上海 5
25 デュッセルドルフ
26 バルセロナ
27 ソウル 6
28 シドニー 7
29 プラハ
30 フィラデルフィア

・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・
52 福岡 11
88 神戸 13
93 大阪 14

Ⅱ．福岡の今と未来（5）国際評価

資料：2thinknow, 2010年
（注１）世界289都市の文化的資源、人的インフラ、ネットワークマーケットの３要素を総合してランク付け
（注２）アジアはアジア地域とオセアニア地域を含む
（注３）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所による

http://www.innovation-cities.com/innovation-cities-top-100-index-top-cities/
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Ⅱ．福岡の今と未来（５）国際評価

●世界の都市総合力ランキング（森記念財団）では福岡市は28位
●しかし、分野別・アクター別で見ると、文化・交流・経済・研究・などの面では評価は低迷

18位 30位

30位
31位

29位

経営者

研究者

アーティスト観光客

生活者

福岡市のアクター別順位

14位

30位
30位

４位

35位

23位

経済

研究・
開発

文化・
交流

居住

環境

交通・
アクセス

福岡市の分野別順位
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Ⅲ．25年前を思い出しつつ、25年後を展望

1987年７月3日西日本新聞夕刊

1986年 新語・流行語大賞
新語部門

金賞 究極
銀賞 激辛
銅賞 ファミコン

流行語部門

金賞 新人類
銀賞 知的水準
銅賞 「亭主元気で留守がいい」
大衆賞 おニャン子
大衆賞 「プッツン」

1986年 米国でアントレプレナー・オブ・ザ・イヤー
起業家表彰制度がスタート
(主な米国での受賞者）

1987年: スコット・マクニーリ（サン・マイクロシステムズ）

1989年: マイケル・デル（デル・コンピュータ）

1992年: ハワード・シュルツ（スターバックス･コーヒー）

2003年: サーゲイ・ブリン、ラリー・ペイジ（グーグル）

1987年5月14日西日本新聞夕刊

1986年6月21日西日本新聞朝刊

1
3
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「アジアのリーダー都市ふくおか！プロジェクト」

第８回リレーフォーラム
都心のまちづくり

-データで語る福岡の今・未来-

2011年８月７日

（財）福岡アジア都市研究所 専門研究員 山下永子

注：本資料の数量を表すコメント（○倍、○億、等）は、イメージを伝えやすくするために概数を用いている場合があります。
数字を引用される場合は、グラフ・数表中のデータを用い、出典先を記載の上ご使用ください。

http://f-shinvision.jp

2

Ⅰ．地球・世界・日本の未来
（１）人口
（２）経済力
（３）購買力
（４）地球環境

Ⅱ．福岡の今と未来
（0）都心
（１）人口
（２）働く場・働く人
（３）暮らす場・暮らす人
（４）学ぶ場・学ぶ人
（５）集まる場・集まる人
（６）魅せる場・魅せる人

Ⅲ．25年前を思い出しつつ、25年後を展望

０．データの構成

3

Ⅰ．地球・世界・日本の未来（１）人口

●国連は、今日から2050年までの間に人口は70億人から93億人になると予測
そして、その98％は、開発途上や新興地域の都市部で増加

●25年後、2036年頃の世界人口予測は、87億人
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1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020 2030 2040 2050

人口（百万）

（年）

世界人口は都市部で増加
地域別、発展段階別人口1950～2050年

都市・開発途上国

郊外・開発途上国

都市・先進国

郊外・先進国

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 (グラフはUN Population Division, World Population 
Prospects:The 2008 Revision, 2008を基に作成されたもの)、コメントはUN Population Division, 
World Population Prospects:The 2010 Revision, 2010による

（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所による
4

Ⅰ．地球・世界・日本の未来（２）経済力

●2050年、GDP世界一の座は中国に移り、２位に倍近い差
●米国は辛うじて２位を維持しているが、インドに抜かれそうに
●日本は８位、上位はBRICsなど新興国の独壇場に
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移動するグローバル経済力
2050年のGDP上位10カ国

（10億USドル）

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 （Goldman Sachs, BRICs and Beyond, 2007を基

に作成されたもの）

（注）各国GDPは2006年為替レートによる
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所による
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4
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Ⅰ．地球・世界・日本の未来（３）購買力

●2030年までに、低所得・中所得の国々から、新たに８億人の中間層が誕生（２００５年比）
そして、その約半数がアジア太平洋地域の国々から

4億人

12億人

0

2

4

6

8

10

12

14

16

2005 2030

ミドルクラスの国が急速に成長
低～中所得（4,000～17,000ドル/人）国の人口（購買力平価）

サブサハラ アフリカ

南アジア

中東及び北アフリカ

ラテンアメリカ及びカリブ諸国

欧州及び中央アジア

東アジア及び太平洋諸国

世界人口に占める

割合（％）

（年）

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 (World Bank, Global Economic Prospects, 2007を基に作成されたもの)
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所による

6

Ⅰ．地球・世界・日本の未来（４）地球環境

●2050年までに温室効果ガスは52％増加し、地球の温度は1.7-2.4度上昇
その結果、インフラや穀物などに深刻なダメージ
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1970 1980 1990 2000 2010 2020 2030 2040 2050

二酸化炭素

換算量

（ギガトン）

（年）

温室効果ガス排出量は引き続き上昇
地域別温室効果ガス排出量

その他の国

BRIC（ブラジル、ロシア、インド、中国）

OECD

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 （OECD, Environmental Outlook to 2030, 2008を基に作成されたもの）
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所によるもの

7

Ⅱ．福岡の今と未来（０）都心

●「新・福岡都心構想」にみる都心エリア

資料：「新・都心構想」策定委員会「新・福岡都心構想」2006年3月
（注）「三笠川」、「百年橋通り」、「大正・高宮通り」で囲まれるエリア

88

Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口

●2025年ごろ、福岡市の人口はゆるやかな減少に転じるが、老化は勢いを増しながら進行
●2030年、福岡市・福岡都市圏は現状維持の人口だが、九州では1300万⇒1100万人へ減
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2010年速報値
★1,464

人
口
構
成

人口予測
（2002年福岡市の将来人口予測）

資料：国勢調査（1985‐2005年）、★は国勢調査速報値（2010年）、福岡市による推計値（2010～2030年）
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Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口

●現在、福岡市は大都市の中でも若者（特に女性）が多く、活気があり華やかな都市だが
この25年間で、若者率は減少に推移
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福岡市の総人口に占める若者率(15歳～29歳）と女性の割合の推移

資料：国勢調査

（注）福岡市母数：1985年（N=1,160,440)、 1990年(N=1,237,062)、1995年(N=1,284,795)、2000年(N=1,341,470)、2005年(N=1,401,279)
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12大都市の総人口に占める若者率（15歳～29歳）と女性の割合

資料：国勢調査（2005年）

Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口

●若者の多さを支えてきた大学・専門学校等高等教育の学生は、10年間で1万人（10％）減少
●他都市と比較すると、福岡市の大学・短大生数の減少幅は少なくない
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資料：大都市統計協議会「大都市比較年表」

大都市における大学・短大の学生数増減率（1998年→2009年）

86,464

107,500

117,127

118,409

118,968

120,110

122,784

121,804

122,631

118,189

113,248

110,104

108,272

107,711

0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000 120,000

1985

1990

1995

2000

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

福岡市の高等教育機関学生数（大学・大学院、短期大学、高等専門学校）
＊各種学校には一部高等教育機関以外のものも含む

資料：文部科学省（学校基本調査報告書）、教育委員会総務部企画課、
総務企画局企画調整部統計調査課

（注）1995年までは「福岡市統計書」1997年以降は福岡市ホームページ
公表のデータによる
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Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口

●高齢化率を見ると、2005年時点で都心エリアにも20％以上の高齢化率の地区が多数出現

資料：2005年国勢調査 (注）GIS分析は福岡市による
12

Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口

●福岡市の昼間人口は、夜間人口+約20万人と、市外からの通学通勤者が多い都市
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）働く場・働く人

●福岡市は、商業とサービス業が集積する都市
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資料：総務省総務局「平成21年経済センサス基礎調査」
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）働く場・働く人

●福岡都心部には、サービス産業事業所のなかでも宿泊・飲食、学術研究などが集積

【参考】 福岡市全体

福岡都心部

農林漁業

0.0%

鉱業，採石業，砂利採取業
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建 設 業
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製 造 業

1.5%

電気・ガス・熱供給・水道業

0.1%

情報通信業

5.4%

運輸業，郵便業

1.2%

卸売業，小売業

29.0%

金融業，保険業

3.3%不動産業，物品賃貸業

7.0%

学術研究，専門・技術サービス業

8.1%

宿泊業，飲食サービス業

19.9%

生活関連サービス業，娯楽業

6.5%

教育，学習支援業

2.1%

医療，福祉

3.7%

複合サービス事業

0.2%

サービス業

（他に分類されないもの）

8.1%

公 務

0.3%

資料：平成21年経済センサス基礎調査（都心部事業所数計：24,094件）

中央区・博多区（都心部）の事業所数
(産業大分類別構成比)
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ス業
14.7%

生活関連サービス業，

娯楽業
7.9%

教育，学習支援業
3.1%

医療，福祉

6.2%

複合サービス事業

0.4%

サービス業

（他に分類されないもの）
6.3%

公務

（他に分類されるものを除く）

0.3%

福岡市の事業所数

(産業大分類別構成比)

資料：平成21年経済センサス基礎調査（事業所総数74,619件）
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）働く場・働く人

●福岡都心部には、他に分類されないサービス業従事者が数多く働いている

【参考】 福岡市全体

福岡都心部

農林

漁業

0.0%

鉱業，採石業，砂利採取業

0.0%

建 設 業

9.7%

製 造 業

1.3%

電気・ガス・熱供給・水道業

1.0%

情報通信業

8.1%
運輸業，郵便業

3.5%

卸売業，小売業

21.7%

金融業，保険業

5.9%

不動産業，物品賃貸業

3.6%

学術研究，専門・技術サービス業

4.9%

宿泊業，飲食サービ

ス業

12.1%

生活関連サービス業，娯楽業

4.5%

教育，学習支援業

1.8%

医療，福祉

3.3%

複合サービス事業

0.2%

サービス業

（他に分類されないも

の）
15.5%

公 務

2.8%

資料：平成21年経済センサス基礎調査（都心部事業所数計：365,233人）

中央区・博多区（都心部）の従業者数
(産業大分類別構成比)

農業，林業
0.1%

漁業
0.0%

鉱業，採石業，砂利採取業
0.0%

建設業
8.5%

製造業
4.1%

電気・ガス・

熱供給・水道業
0.6%

情報通信業
4.9%

運輸業，郵便業
6.4%

卸売業，小売業
23.1%

金融業，保険業
3.4%

不動産業，物品賃貸業
3.3%

学術研究，専門・

技術サービス業
3.7%

宿泊業，飲食

サービス業
10.5%

生活関連サービス業，

娯楽業
4.3%

教育，学習支援業
5.1%

医療，福祉

8.6%

複合サービス事業
0.3%

サービス業

（他に分類されないもの）
10.4%

公務

（他に分類されるものを除く）
2.7%

福岡市の従業者数

(産業大分類別構成比)

資料：平成21年経済センサス基礎調査（従業者総数916,146人） 16

Ⅱ．福岡の今と未来（２）働く場・働く人

●福岡市都心部オフィスワーカーのアフター５支出の年間経済規模は、1100億円（概算）

2万8298円

1100億3362万円

目的 地域別経済規模（円/年）

買物 596億8314万円
飲酒・飲み会 482億5998万円
食事 164億3805万円
ボーリング 1億674万円
カラオケ 10億7570万円
映画 8億8991万円
お稽古事 26億2471万円

　

福岡都心部オフィスワーカーのアフター５での都心部内支出の目的別年間経済規模

資料：斎藤参郎，岩見昌邦，山城興介，幡手健一，豊永亜美，久田周史，田中良知，近藤佳菜子『福岡都心部オ
フィスワーカーのアフター5の買物・飲食・レジャー行動と経済規模』「日本地域学会第 47 回年次大会発表論文
（2010年10月10日）」，9p
（注）2008 年の末から 2009年 2月の上旬にかけて、福岡都心部内の８企業・団体の協力のもと、実施した留置きア
ンケート調査（N=574)を結果を基に算出したもの。

福岡都心部オフィスワーカーのアフター５での都心部内の平均月支出

福岡都心部オフィスワーカーのアフター５での都心部内支出の年間経済規模

1
3
7
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）働く場・働く人

●商業・サービス業の都市と言われているが、販売面積は増えているのに販売額は低調、横ばい

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

1985 1988 1991 1994 1997 1999 2002 2004 2007

年間販売額

売場面積

福岡市の小売業売場面積と小売業年間販売額の推移

(百万円) (㎡)

資料：福岡市の商業 商業統計調査（経済産業省）結果による

(年)
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）働く場・働く人

●都心部小売業市内シェアは、商店数28.5％、従業員数29.9％、販売額38.2％、面積31.7％

福岡都心部

【参考】 博多区・中央区（全体）

11.2

10.4

11.5

9.4

17.3

19.5

26.7

22.3

0 20 40 60 80 100

商店数

（市内計：13,154件）

従業員数

（市内計：98,809人）

年間販売額

（市内計：1,907,189百万円）

売場面積

（市内計：1,734,589㎡）

博多区 中央区 その他の区

博多区・中央区(都心部)小売業の市内シェア

(％)

資料：経済産業省「平成19年商業統計調査」」

21.3

20.9

23.9

18.6

25.9

26.7

32.3

28.3

0 20 40 60 80 100

商店数

（市内計：13,154件）

従業員数

（市内計：98,809人）

年間販売額

（市内計：1,907,189百万円）

売場面積

（市内計：1,734,589㎡）

博多区 中央区 その他の区

博多区・中央区小売業の市内シェア

(％)

資料：経済産業省「平成19年商業統計調査」」
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）働く場・働く人

●博多・中央区の商業における、25年間の最大の変化の１つは中央区の女性従業員数の増加

10,043 10,504 10,808 10,276 10,225 9,750

9,488 9,537
11,782 10,891 11,346 10,902

3,700 3,578
3,352

3,015 2,969
2,805

0

1,000

2,000

3,000

4,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

1985 1991 1997 2002 2004 2007

女性従業者 男性従業者

商店数

資料：経済産業省「商業統計調査」

博多区小売業従業者数と商店数推移
(人) (店)

資料：経済産業省「商業統計調査」

(人)

（年）

9,336 9,775 9,779 10,286 10,508 9,814

10,915
12,543

15,199 16,258 16,556 16,531

3,494

3,711 3,632

3,387
3,524

3,401

0

1,000

2,000

3,000

4,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

1985 1991 1997 2002 2004 2007

女性従業者 男性従業者

商店数

資料：経済産業省「商業統計調査」

中央区小売業従業者数と商店数推移
(人) (店)

（年）
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）働く場・働く人

●2011年３月、JR博多シティの開業が福岡市内の商業地図を変えつつある
●これからも、第2キャナルシティ（博多）、バーニーズ（天神）が、オープンする予定

726

503

487

284

0 200 400 600 800

３月

４月

５月

６月

（万人）

ＪＲ博多シティ来店客数の推移

資料：ＪＲ九州発表資料（2011年6月22日）
（注）6月は6月22日までの累計数
（注）5月4日（水・祝）約34．3万人 開業以来の最高記録
（注）4月17日（日）累計入館者数1,000万人突破（開業47日目、3月2日プレオープン含む）

17.4 

21.7 

11.7 

(13.0)

(5.2)

(12.0)

‐20 ‐10 0 10 20 30

3月

4月

5月

（％）

全店ﾍﾞｰｽ

既存店ﾍﾞｰｽ

福岡市における百貨店販売額全店・既存店別
前年同月比増減率（2011年3～5月）

資料：経済産業省「大型小売店販売動向」（各月）
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）働く場・働く人

●福岡市都心部には、女性が多く働くエリアと、男性が多く働くエリアがある

14,384

12,583

9,822

8,450

7,519

6,484

5,791

4,960

4,618

4,481

4,201

3,878

3,254

3,138

3,101

0 5,000 10,000 15,000 20,000

天神１丁目

天神２丁目

大名２丁目

博多駅東３丁目

博多駅前２丁目

博多駅東２丁目

博多駅前３丁目

博多駅中央街

博多駅前１丁目

博多駅東１丁目

天神４丁目

住吉１丁目

中洲２丁目

博多駅南１丁目

天神３丁目

資料：平成21年経済センサス基礎調査

博多区・中央区（都心部）の町丁別
女性従業者数上位

(人)

15,118

13,997

11,919

10,446

10,054

9,287

8,666

7,377

6,652

6,511

5,980

5,286

5,019

3,981

3,615

0 5,000 10,000 15,000 20,000

博多駅東３丁目

天神１丁目

博多駅東２丁目

博多駅前３丁目

博多駅前２丁目

博多駅前１丁目

天神２丁目

博多駅東１丁目

渡辺通２丁目

大名２丁目

天神４丁目

博多駅中央街

博多駅南１丁目

天神３丁目

大名１丁目

資料：平成21年経済センサス基礎調査

博多区・中央区（都心部）の町丁別
男性従業者数上位

(人)

2222

Ⅱ．福岡の今と未来（２）働く場・働く人

●福岡市都心部には従業者に占める女性比率が高いエリアと男性比率が高いエリアがある

78.2

69.7

68.2

67.5

62.4

60.1

59.0

58.0

57.0

55.4

55.1

54.4

53.8

53.1

52.7

0 20 40 60 80 100

中洲１丁目（n＝2971）

中洲２丁目（n＝3254）

中洲３丁目（n＝1678）

中洲４丁目（n＝1940）

住吉１丁目（n＝3878）

大名２丁目（n＝9822）

天神２丁目（n＝12583）

渡辺通４丁目（n＝1484）

住吉４丁目（n＝1364）

平尾２丁目（n＝924）

大宮２丁目（n＝291）

渡辺通５丁目（n＝1572）

舞鶴２丁目（n＝1509）

舞鶴１丁目（n＝2240）

西中洲（n＝1107）

資料：平成21年経済センサス基礎調査

博多区・中央区（都心部）の町丁別従業者
女性比率上位

(％)

81.1

78.6

78.5

77.2

76.7

75.6

73.1

72.2

71.8

70.7

70.3

70.1

69.3

69.2

69.0

0 20 40 60 80 100

那の津５丁目（n＝646）

沖浜町（n＝1475）

神屋町（n＝763）

下呉服町（n＝1027）

長浜２丁目（n＝2098）

長浜３丁目（n＝1514）

渡辺通３丁目（n＝852）

石城町（n＝1193）

清川３丁目（n＝1066）

清川２丁目（n＝797）

那の津４丁目（n＝994）

渡辺通２丁目（n＝6652）

冷泉町（n＝1698）

春吉１丁目（n＝543）

那の津３丁目（n＝1409）

資料：平成21年経済センサス基礎調査

博多区・中央区（都心部）の町丁別従業者
男性比率上位

(％)

23

Ⅱ．福岡の今と未来（２）働く場・働く人

●博多区・中央区には、注目の「ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ産業」従業者が集積している

18,109

8,877

7,707

5,384
3,620

1,048

870
867

502
234

90

87

82
55

30
25
16

4

(72.9)

(76.2)

(79.7)

(88.6)

(93.3)

(67.5)

(83.4)

(80.4)

(35.6)

(100.0)

(66.7)

(52.7)

(52.9)

(76.4)

(69.8)

(41.0)

(31.4)

(44.4)

0 10,000 20,000

ソフトウェア業

土木建築サービス業

建築設計業

映像・音声・文字情報制作業

広告業

放送業

デザイン業

興行場，興行団

繊維工業

映画館

なめし革・同製品・毛皮製造業

家具製造業

がん具製造業

貴金属・宝石製品製造業

装身具・装飾品等製造業

畳等生活雑貨製品製造業

ペン・鉛筆等事務用品製造業

著述・芸術家業

従業者数

(福岡市内シェア)

資料：平成21年経済センサス基礎調査
(注)クリエイティブ産業は、経済産業省「生活文化産業支援のあり方に関する調査」（2010年3月）による分類業種（※1）に対応する業種を抽出した
※1クリエイティブ産業

製造業：家具/繊維・アパレル/皮革製品/食器/玩具/ジュエリー/工芸/文具

サービス業：コンピューターソフト・サービス/広告/出版/建築/TV・ラジオ/音楽・ビデオ/映画/舞台芸術/デザイン/アート
※2平成21年経済センサス抽出業種

製造業：繊維工業/家具製造業・なめし革・同製品・毛皮製造業/貴金属・宝石製品製造業/ 装身具・装飾品等製造業/楽器製造業/がん具製造業

/ペン・鉛筆等事務用品製造業/漆器製造業/畳等生活雑貨製品製造業
サービス業：放送業/ソフトウェア業/映像・音声・文字情報制作業/デザイン/業著述・芸術家業/広告業/土木建築サービス業/建築設計業
/映画館興行場，興行 （上記のうち、0人のものは省略している）

博多区・中央区のクリエイティブ産業従業者数

(人・％)

Ⅱ．福岡の今と未来（２）働く場・働く人

●他の大都市に比べ、福岡市民は、クリエイティブな、芸術・文化活動への支出は少ない

１世帯あたりのｴﾝﾀｰﾃｲﾝﾒﾝﾄ活動施設への年間支出金額大都市比較

12,041

11,166

10,577

9,265

8,302

7,807

7,788

6,994

6,905

6,832

6,749

6,644

6,528

6,320

6,194

5,880

5,502

5,235

5,132

0 5,000 10,000 15,000

さいたま市

東京23区

横浜市

川崎市

名古屋市

京都市

仙台市

北九州市

大阪市

広島市

堺市

千葉市

岡山市

静岡市

新潟市

福岡市

札幌市

浜松市

神戸市

<映画・演劇等入場料>

資料：平成22年家計調査年報

注：２人以上の世帯

(円)
3,344

3,222

3,208

3,137

3,111

2,550

2,489

2,374

2,244

2,224

2,030

1,995

1,942

1,920

1,842

1,792

1,721

1,652

1,535

0 2,000 4,000

横浜市

静岡市

岡山市

東京23区

川崎市

さいたま市
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神戸市

千葉市

京都市
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新潟市

福岡市

北九州市

浜松市

堺市

仙台市

大阪市

札幌市

<文化施設入場料>

(円)
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）働く場・働く人

●福岡市のオフィスは、賃料は下落、空室率は上昇傾向から横ばいと、起業しやすい環境に

9,550
9,660 9,710

9,550 9,540
9,460
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9,160 9,100 9,100

9,020 8,970 8,930
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2008.3 2008.6 2008.9 2008.12 2009.3 2009.6 2009.9 2009.12 2010.3 2010.6 2010.9 2010.12 2011.3 (年．月）

募集賃料 空室率

（空室率：％）（募集賃料：円／坪）

福岡市内のオフィス空室率と募集賃料の四半期推移

（2008年3月～2011年3月）

資料：シービー・リチャードエリス㈱「OFFICE MARKET  REPORT」
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福岡市住宅地と商業地平均地価公示価格推移

商業地

住宅地

商業地ピーク(92年)

住宅地ピーク(92年)

商業地ボトム(05年)

資料：福岡市公有財産課 国土交通省地価公示
2626

Ⅱ．福岡の今と未来（３）暮らす場・暮らす人

博多区, 
199,422人, 

14.1%

中央区, 
167,389人, 

11.8%

資料：福岡市住民基本台帳（2011年6月末）

博多区・中央区人口市内シェア

福岡市合計
1,416,363人

【参考】 博多区・中央区（全体）

福岡都心部

博多区

（都心部）, 
42,573人, 

3.0%

中央区

（都心部）, 
46,434人, 

3.3%

資料：福岡市住民基本台帳（2011年6月末）

博多区・中央区（都心部）人口市内シェア

福岡市合計
1,416,363人

●市内における、福岡都心部の人口シェアは6.3％、博多区・中央区の人口シェアは25.9％
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●福岡市民の約9割は、福岡市は「住みやすく」「住み続けたい」都市⇒福岡大好き
●満足している点のトップ３は

1位 買い物の便利さ
2位 新鮮で美味しい食べ物の豊富さ
3位 自然環境の豊かさ

●不満足である点のワースト３は
1位 市民のマナー
2位 犯罪 （※1）
3位 就業機会 （※2）

資料：平成22年度福岡市市政に関する意識調査（2011年）
（注）調査原票では※1が「犯罪の少なさ」、※2が「就業機会
の多さ」と記載されている。

86.1

85.5

75.5

73.1

71.0

68.2

67.5

66.7

64.6

59.3

50.1

47.3

44.9

42.8

35.1

28.1

25.0

23.9

0 20 40 60 80 100

11.2

10.2

18.1

24.3

18.3

22.9

24.7

22.0

26.6

22.9

27.7

36.2

26.2

36.1

36.7

47.8

67.2

63.2

020406080100

買い物の便利さ

新鮮でおいしい
食べ物の豊富さ

自然環境の豊かさ

交通の便

自然災害の少なさ

医療機関の充実

住宅事情

人の親切や人情味

物価の安さ

芸術・文化水準

教育環境

レジャー・レクリエー
ション施設の充実

子育てのしやすさ

地域住民の連帯感の強さ

福祉の充実

就業機会の多さ

市民のマナー

犯罪の少なさ

＜満足している点＞＜不満である点＞

（％） （％）
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●他のエリアに比べ中央区住民は、犯罪に関する環境に大きな不満を抱いている

資料：平成22年度福岡市市政に関する意識調査（2011年）

サ
ン
プ
ル
数

自
然
環
境
の
豊
か
さ

住
宅
事
情

交
通
の
便

買
い
物
の
便
利
さ

物
価
の
安
さ

新
鮮
で
お
い
し
い

 
 

食
べ
物
の
豊
富
さ

芸
術
・
文
化
水
準

教
育
環
境

子
育
て
の
し
や
す
さ

全  体 2,531 18.1 24.7 24.3 11.2 26.6 10.2 22.9 27.7 26.2
東区 484 16.9 22.9 21.9 14.2 29.0 11.2 25.0 30.0 27.7
博多区 325 25.9 30.2 18.2 10.7 27.4 9.5 24.6 29.6 25.3
中央区 271 24.8 26.5 22.1 11.5 28.0 12.5 26.6 26.6 30.3
南区 394 20.3 27.4 23.4 9.9 27.2 11.9 21.3 25.8 25.1
城南区 232 14.2 21.6 30.6 7.7 23.3 7.3 19.9 24.6 24.1
早良区 384 13.3 25.0 25.2 11.2 28.7 8.4 21.4 24.2 22.4
西区 386 12.9 19.7 30.8 11.1 22.2 8.5 20.2 31.4 28.8

サ
ン
プ
ル
数

就
業
機
会
の
多
さ

医
療
機
関
の
充
実

福
祉
の
充
実

人
の
親
切
や
人
情
味

地
域
住
民
の

 
 
 

連
帯
感
の
強
さ

自
然
災
害
の
少
な
さ

犯
罪
の
少
な
さ

市
民
の
マ
ナ
ー

レ
ジ
ャ
ー

・
レ
ク
リ
エ
ー

シ

ョ
ン
施
設
の
充
実

全  体 2,531 47.8 22.9 36.7 22.0 36.1 18.3 63.2 67.2 36.2
東区 484 50.9 23.8 37.0 22.5 34.1 14.0 65.7 68.2 38.2
博多区 325 50.1 24.7 38.1 20.6 36.9 24.9 63.3 70.1 36.6
中央区 271 45.0 20.6 34.3 20.7 43.2 21.8 71.2 68.7 36.6
南区 394 46.0 23.4 36.5 23.1 35.6 19.3 60.2 68.0 34.6
城南区 232 44.9 20.7 34.5 22.4 39.2 22.0 66.0 66.4 34.9
早良区 384 46.6 21.1 38.0 25.0 33.8 17.0 61.4 67.5 32.3
西区 386 50.0 25.2 38.1 19.5 34.7 15.3 59.0 63.4 39.6

福岡市の都市環境等で『不満である』点（行政区別） 単位：％

1
4
0
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380

228

187

63

34

14

975

(63.1)

(23.6)

(32.6)

(40.6)

(55.7)

(35.9)

(59.8)

0 400 800 1200

外国語会話教授業

スポーツ・健康教授業

音楽教授業

書道教授業

生花・茶道教授業

そろばん教授業

その他の教養・技能教授業

従業者数

(福岡市内シェア)

資料：平成21年経済センサス基礎調査

博多区・中央区の各種教授業従業者数

(人・％)

16.3

0.9

17.5

1.0

0 20 40 60 80 100

高等学校生徒数

（市内計：39,007人）

大学・短大・高等専門学校学生数

（市内計：67,874人）

博多区 中央区 その他の区

博多区・中央区生徒・学生数の市内シェア

(％)

資料：福岡県「平成22年度教育便覧」
(注)通信制高等学校を除く

46.2 29.5

0 20 40 60 80 100

専修学校の学校数

（市内計：78校）

博多区 中央区 その他の区

（参考）博多区・中央区の私立校を含めた専修学校の数市内シェア

(％)

資料：福岡市教育委員会「平成22年度版教育要覧」

●福岡市内の高校に在籍する学生のうち、博多区・中央区への通学者は33.8％
●福岡市内の大学・短大・高専に在籍する学生のうち、博多区・中央区への通学者は1.9％
●博多区・中央区には、市内の専門学校（専修・各種学校）の75.7％が集積
●博多区・中央区には、外国語会話授業の63.1％が集積

中央区

20.7%
博多区

17.5%
東区

10.7%城南区

4.9%

西区

6.4%

南区

8.8%

早良区

5.6%

筑後地方

3.7%

糸島市

1.0%

宗像市・福津市

古賀市

2.5%

北九州地方

2.7%

筑豊地方

1.2%

糟屋郡

1.9%

朝倉市・朝倉郡

0.4%

春日市・大野城市

筑紫野市・筑紫郡

太宰府市・二日市市
5.1%

資料：福岡大村美容ファッション専門学校メイクアップ科「天神ビューティ白書2010VOL，5」
（注）女性に対する街頭聞き取りアンケート調査（N=3,521)結果による。天神エリア21地点(n=1,810)、博多エリア

(n=1,711)にて、2010年4月21日（水）～25日（日）実施

（注）糸島市については、報告書では前原市・糸島郡となっている

天神・博多駅周辺地区来街女性の居住地区

n=3,459
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その他 ％

山口 0.4

佐賀 2.1

長崎 0.5

熊本 1.1

大分 0.5

鹿児島 0.4

宮崎 0.3

沖縄 0.2

その他 1.5

博多駅周辺 天神

10代 9,995 10,556

20代 16,384 16,378

30代 13,660 18,434

40代 13,544 16,345

50代 14,509 15,874

60代 14,415 21,860

70代以降 17,363 20,227

天神・博多駅周辺地区来街女性の
１カ月のお小遣い平均金額（円）

●福岡市の天神・博多駅エリアに集まる女性の74.6％が市内居住者（水曜～日曜街頭調査）
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（人）

天神地区

博多駅周辺地区

天神・博多駅周辺地区来街女性のよく買い物に出かける地域

資料：福岡大村美容ファッション専門学校メイクアップ科「天神ビューティ白書2010VOL，5」
（注）女性に対する街頭聞き取りアンケート調査（N=3,521)結果による。天神エリア21地点(n=1,810)、博多エリア
(n=1,711)にて、2010年4月21日（水）～25日（日）実施

6,172 

3,831 

2,664 

5,231 
4,851 

3,699 

2,399 

4,562 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

化粧品 ヘアースタイル ネイル ボディ

（円）

天神地区 博多駅周辺地区

天神・博多駅周辺地区来街女性の１か月に美容へかける金額

資料：福岡大村美容ファッション専門学校メイクアップ科「天神ビューティ白書2010VOL，5」
（注）女性に対する街頭聞き取りアンケート調査（N=3,521)結果による。天神エリア21地点(n=1,810)、博多エリア(n=1,711)
にて、2010年4月21日（水）～25日（日）実施

●20代女性は天神、40代女性は博多駅エリア、によく買い物に出かけている
●博多駅エリア来街女性よりも、天神エリアの来街女性は、化粧品・ボディ美容にお金をかける
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●年間１６００万人の観光客だが、伸び悩み傾向
●国際会議開催数は、10年で３倍に増加
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１位　東京23区
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３位　横 浜 市

４位　京 都 市

５位　名古屋市

1999年

2004年

2009年

（件）

国際会議開催トップ５都市・開催数推移

資料：日本政府観光局
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14,546 

15,597 

15,741 

15,884 

15,939 

16,349 

16,423 

16,690 

16,860 

16,600 

16,140 
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（千人）

（年）

宿泊客

日帰り客

観光客推移

資料：福岡市観光統計

14,034

15,216

18,216

22,318

22,716

22,128

22,376
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22,934
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福岡市のホテルおよび旅館客室数の推移

旅館

ホテル

資料：1985～1995年は福岡市衛生局保健部環境衛生課、

1996～2009年は福岡市保健福祉局生活衛生部生活衛生課

1
4
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●福岡市を訪れる観光客が立ち寄る場所は、発地・居住地によって差異が見られる
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（％）
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資料：福岡市経済振興局集客交流部集客企画課「福岡市観光客動態調査報告書」2010年3月
注：天神（百貨店）＝天神岩田屋、博多大丸、福岡三越、天神（百貨店以外）＝天神地下街、福岡パルコ、天神コア・ビブレ、ソラリアプラザ、イムズほか

福岡市を訪れた観光客が訪れた施設（居住地別）
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＜初めて＞

資料：福岡市経済振興局集客交流部集客企画課「福岡市観光
客動態調査報告書」2010年3月

注：天神（百貨店）＝天神岩田屋、博多大丸、福岡三越

天神（百貨店以外）＝天神地下街、福岡パルコ、天神コア・ビブ
レ、ソラリアプラザ、イムズほか
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n=658
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福岡市を訪れた観光客が訪れた施設（訪問回数別）

●福岡市を訪れる観光客が立ち寄る場所は、訪問回数によって変化する
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●クルーズ船観光客は、店員やボランティアに大きな満足感
●だが街中の外国語表記や店員の外国語対応の満足度は低調

大変満足
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入国手続きの迅速さ(n=568)

港観光案内所の情報提供・対応(n=509)

観光案内配布物の情報量・内容(n=464)

商業施設の店員の接客対応(n=417)

商業施設での外国語対応(n=412)

商業施設の品揃え(n=387)

銀連・クレジットカードへの対応(n=409)

街中での買い物のしやすさ(n=415)

買い物時間(n=415)

街中での外国語標記（案内）(n=398)

福岡のボランティアガイド(n=420)

総合的な福岡の滞在の評価(n=472)

福岡一日ツアーについての満足度
（博多港寄港クルーズ船客アンケート調査Ｎ＝808）

資料：(財）福岡アジア都市研究所（URC）研究報告書「博多港寄港クルーズ船 中国人乗降客観光動向調査 資料編」2010年3月
（注）全体＝レジェンド・オブ・ザ・シー、コスタ・クラシカ合計

Ⅱ．福岡の今と未来（５）集まる場・集まる人

●韓国人観光客は、福岡の「都市環境、自然、雰囲気、そして人の親切さ」を評価
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福岡市や九州の魅力（自由回答）

（福岡・釜山高速船利用客調査）
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資料：（財）福岡アジア都市研究所「福岡・釜山間高速船利用客観光動向調査

（2010年3月）
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Ⅱ．福岡の今と未来（５）集まる場・集まる人

●福岡に来る韓国人観光客に比べ、釜山に行く日本人観光客は全く話せない人が多い

ほとんどわからない
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福岡に来た韓国人旅行者の日本語理解度
（福岡・釜山高速船利用客調査）

(％)

資料：(財)福岡アジア都市研究所「福岡・釜山間高速船利用客観光動向調査」(2010年3月)
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資料：(財)福岡アジア都市研究所「福岡・釜山間高速船利用客観光動向調査」(2010年3月)

(％)
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Ⅱ．福岡の今と未来（６）魅せる場・魅せる人

●イギリスの雑誌モノクルにて最も住みやすい都市の17位⇒16位⇒14位⇒16位
●モノクルでは2008年「ショッピング・ベストシティ」にも選出

福岡は親しみやすく国際的だ
が、東京に比べれば規模の小
さい都市だ。しかし食事と買
い物では日本の首都を上回る。
だからこそモノクルが選ぶ
「ショッピング」のベストシ
ティは福岡で決まりだ。

39

Ⅱ．福岡の今と未来（６）魅せる場・魅せる人

●世界の都市総合力ランキング（森記念財団）では福岡市は28位
●しかし、分野別・アクター別で見ると、文化・交流・経済・研究・などの面では評価は低迷

18位 30位

30位
31位

29位

経営者

研究者

アーティスト観光客

生活者

福岡市のアクター別順位

14位

30位
30位

４位

35位

23位

経済

研究・
開発

文化・
交流

居住

環境

交通・
アクセス

福岡市の分野別順位

40

Ⅲ．25年前を思い出しつつ、25年後を展望

1987年７月3日西日本新聞夕刊

1986年前後の 世界・日本での都心再開発

1985年
●パリ：第2凱旋門着工（1989年完成）

●サンディエゴ：ホートンプラザ完成

1986年
●パリ：オルセー美術館開館

●ニューヨーク：ワールドファイナンシャルセンター完成

●ロサンゼルス：セブンマーケットプレイス開業

●シンガポール：シンガポールそごう開業

●東京：アークヒルズ竣工完成

●香港：香港上海銀行本店ビル完成

1987年
●アトランタ：CNNセンター完成

●ロサンゼルス：ロサンゼルス現代美術館開館

1987年5月14日西日本新聞夕刊

1986年6月21日西日本新聞朝刊
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11

「アジアのリーダー都市ふくおか！プロジェクト」

第９回リレーフォーラム
誰もが思いやりを持ち、すべての人に優しいまち

ユニバーサルシティ福岡

-データで語る福岡の今・未来-

2011年８月19日

（財）福岡アジア都市研究所 専門研究員 山下永子

注：本資料の数量を表すコメント（○倍、○億、等）は、イメージを伝えやすくするために概数を用いている場合があります。
数字を引用される場合は、グラフ・数表中のデータを用い、出典先を記載の上ご使用ください。

http://f-shinvision.jp

2

Ⅰ．地球・世界・日本の未来
（１）人口
（２）経済力
（３）購買力
（４）地球環境
（５）未来技術

Ⅱ．福岡の今と未来
（１）人口
（２）生活の質
（３）くらしのﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ
（４）こころのﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ
（５）すべての人にやさしいまち

Ⅲ．25年前を思い出しつつ、25年後を展望

０．データの構成

3

Ⅰ．地球・世界・日本の未来（１）人口

●国連は、今日から2050年までの間に人口は70億人から93億人になると予測
そして、その98％は、開発途上や新興地域の都市部で増加

●25年後、2036年頃の世界人口予測は、87億人
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人口（百万）
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世界人口は都市部で増加
地域別、発展段階別人口1950～2050年

都市・開発途上国

郊外・開発途上国

都市・先進国

郊外・先進国

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 (グラフはUN Population Division, World Population 
Prospects:The 2008 Revision, 2008を基に作成されたもの)、コメントはUN Population Division, 
World Population Prospects:The 2010 Revision, 2010による

（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所による
4

Ⅰ．地球・世界・日本の未来（２）経済力

●2050年、GDP世界一の座は中国に移り、２位に倍近い差
●米国は辛うじて２位を維持しているが、インドに抜かれそうに
●日本は８位、上位はBRICsなど新興国の独壇場に
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移動するグローバル経済力
2050年のGDP上位10カ国

（10億USドル）

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 （Goldman Sachs, BRICs and Beyond, 2007を基

に作成されたもの）

（注）各国GDPは2006年為替レートによる
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所による
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5

Ⅰ．地球・世界・日本の未来（３）購買力

●2030年までに、低所得・中所得の国々から、新たに８億人の中間層が誕生（２００５年比）
そして、その約半数がアジア太平洋地域の国々から

4億人

12億人
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2005 2030

ミドルクラスの国が急速に成長
低～中所得（4,000～17,000ドル/人）国の人口（購買力平価）

サブサハラ アフリカ

南アジア

中東及び北アフリカ

ラテンアメリカ及びカリブ諸国

欧州及び中央アジア

東アジア及び太平洋諸国

世界人口に占める

割合（％）

（年）

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 (World Bank, Global Economic Prospects, 2007を基に作成されたもの)
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所による

6

Ⅰ．地球・世界・日本の未来（４）地球環境

●2050年までに温室効果ガスは52％増加し、地球の温度は1.7-2.4度上昇
その結果、インフラや穀物などに深刻なダメージ

0

10

20

30

40

50

60

70

80

1970 1980 1990 2000 2010 2020 2030 2040 2050

二酸化炭素

換算量

（ギガトン）
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温室効果ガス排出量は引き続き上昇
地域別温室効果ガス排出量

その他の国

BRIC（ブラジル、ロシア、インド、中国）

OECD

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 （OECD, Environmental Outlook to 2030, 2008を基に作成されたもの）
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所によるもの

7

実現年 課題

2027

高齢者および障害者の生活支援ロボットを含めた知的コミュニケーション型住環境システム

高齢者や子供乗せ利用者が安全かつ高速で車道を走行できる，様々なセンサーと、危険回避シス
テムを備えた実用価格帯の自転車が普及する

2028 感覚機能を備えた義手・義足

2029 言語だけでなく文化的背景や地名人名などの固有名詞なども自動学習し機械翻訳できるシステム

2030
超高齢社会において高齢者が単独で安心してdoor-to-door の移動ができる、地区から広域に至る
シームレスな交通システムが普及する

2033

筋萎縮性側索硬化症（ALS）などの運動障害のある人が自分の意志・意図を直感的に対話相手に伝
えられるようなポータブル会話環境

統合失調症やそううつ病の原因の分子レベルでの解明に基づく治療法

幹細胞の移植により、脳機能障害からの回復を促進する治療法

高齢者の脳機能の低下を抑制し、認知症の体系的な予防・治療法

2034
発達障害（広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥・多動性障害〈ADHD〉）の分子レベルでの原因
解明に基づく治療法

2038 視覚障害者が健常者と同程度の安全性で日常生活を送ることができる人工視覚

2039
第三者の視覚、聴覚の支援を行うための、自分の目や耳で得た情報を当該第三者の脳に直接伝達
する技術

資料：文部科学省「第９回デルファイ調査」2010年

未来技術年表：研究者が予測する技術の社会実用化予測年

●実現可能な情報コミュニケーション・医療技術が、ユニバーサルな世界づくりに貢献

Ⅰ．地球・世界・日本の未来（５）未来技術

88

Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口

●2025年ごろ、福岡市の人口はゆるやかな減少に転じるが、老化は勢いを増しながら進行
●2030年、福岡市・福岡都市圏は現状維持の人口だが、九州では1300万⇒1100万人へ減
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資料：国勢調査（1985‐2005年）、★は国勢調査速報値（2010年）、福岡市による推計値（2010～2030年）
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Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口

●現在、福岡市は大都市の中でも若者（特に女性）が多く、活気があり華やかな都市だが
この25年間で、若者率は減少に推移
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資料：国勢調査

（注）福岡市母数：1985年（N=1,160,440)、 1990年(N=1,237,062)、1995年(N=1,284,795)、2000年(N=1,341,470)、2005年(N=1,401,279)
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12大都市の総人口に占める若者率（15歳～29歳）と女性の割合

資料：国勢調査（2005年）
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Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口

●５年前に現住所に住んでいた福岡市民の割合は56.5％、大都市のなかでは最も低い値
●福岡市は、市内移動も流入流出も多い

大都市都市別　５年前の常住地の割合(2010年）
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Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口

●参考：居住年数10年未満の人が50％、20年以上の人は20％
（現在の場所に住んでいる人）
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資料：平成22年国勢調査速報
(注)1％抽出による速報値
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42.7

42.2

41.9

41.6

41.1

39.5

38.9

38.5

0 20 40 60

福岡市

札幌市

千葉市

広島市

仙台市

さいたま市

横浜市

川崎市

岡山市

名古屋市

北九州市

大阪市

東京23区

神戸市

相模原市

堺市

静岡市

京都市

浜松市

新潟市

居住年数10年未満人口比率大都市比較

(％)

資料：平成22年国勢調査速報
(注)1％抽出による速報値
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）生活の質

●福岡市民の約9割は、福岡市は「住みやすく」「住み続けたい」都市⇒福岡大好き
●満足している点のトップ３は

1位 買い物の便利さ
2位 新鮮で美味しい食べ物の豊富さ
3位 自然環境の豊かさ

●不満足である点のワースト３は
1位 市民のマナー
2位 犯罪 （※1）
3位 就業機会 （※2）

資料：平成22年度福岡市市政に関する意識調査（2011年）
（注）調査原票では※1が「犯罪の少なさ」、※2が「就業機会
の多さ」と記載されている。

86.1

85.5

75.5

73.1

71.0

68.2

67.5

66.7

64.6

59.3

50.1

47.3

44.9

42.8

35.1

28.1

25.0

23.9

0 20 40 60 80 100

11.2

10.2

18.1

24.3

18.3

22.9

24.7

22.0

26.6

22.9

27.7

36.2

26.2

36.1

36.7

47.8

67.2

63.2

020406080100

買い物の便利さ

新鮮でおいしい
食べ物の豊富さ

自然環境の豊かさ

交通の便

自然災害の少なさ

医療機関の充実

住宅事情

人の親切や人情味

物価の安さ

芸術・文化水準

教育環境

レジャー・レクリエー
ション施設の充実

子育てのしやすさ

地域住民の連帯感の強さ

福祉の充実

就業機会の多さ

市民のマナー

犯罪の少なさ

＜満足している点＞＜不満である点＞

（％） （％）

1
4
6
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Ⅱ．福岡の今と未来（３）くらしのﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ

●福岡市の歩道設置割合は24％、バリアフリー化率は63％、
とハードのユニバーサルデザイン化は進んできている

75

35

31

24

23

23

23

20

18

18

18

18

17

15

14

0 20 40 60 80

札幌市

名古屋市

大阪市

福岡市

仙台市

堺市

北九州市

横浜市

千葉市

川崎市

京都市

広島市

神戸市

静岡市

さいたま市

大都市の歩道設置割合(2006年）

資料：福岡市道路整備アクションプラン2011

(％)

5,039 5,625

9,316
11,546

12,806

17,096

21,206

15 17

28
34

38

51

63

0

20

40

60

80

100

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2002迄 2003 2004 2005 2006 2007 2008

（％）（ｍ）

福岡市の道路バリアフリー化率の推移

整備延長（累計）

整備率（％）

（年）

資料：福岡市保健福祉局「バリアフリー整備状況等現状評価業務委託報告書」平成22年

（注）重点整備地区における特定経路整備（バリアフリー化）率

14

Ⅱ．福岡の今と未来（４）こころのﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ

●福岡市の心のユニバーサルデザイン化は、まだまだ、進めていく余地がある

21.2

18.8

17.5

14.5

11.0

0 10 20 30 40

障がい者の人権の尊重

外国人の人権の尊重

高齢者の人権の尊重

女性の人権の尊重

子どもの人権の尊重

2002年（N=1,796)

2006年（N=1,682)

2010年（N=2,249）

福岡市民で、個々の人権について
尊重されていないと回答した人の割合

(％)

資料：福岡市「平成22年度 福岡市新・基本計画の成果指標に関する意識調査」

(注)それぞれの人々について差別や偏見がなく人権が尊重されているかどうかについて

「A.重視されている」「B.重視されていない」のどちらに近いかを質問

肯定評価：「Aに近い」「ややAに近い」の合計値、否定評価：「Bに近い」「ややBに近い」の合計値
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●福岡市で、障がいを持つ方のほとんどが１８歳以上
●まわりの人から見て「障がいを持つ」ことがわからない方が４割以上

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち

20,969

24,276

31,282

38,325

47,416

1,018

992

1,014

1,088

1,110

2,241

2,676

3,669

4,108

5,761

1,191

1,142

1,329

1,773

2,340

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000

1990

1995

2000

2005

2010

身体障がい者

（18歳以上）

身体障がい児

（18歳未満）

知的障がい者

（18歳以上）

知的障がい児

（18歳未満）

福岡市の身体及び知的障がい児・障がい者数
（手帳所持者数）の推移

(人)

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）

(年)

25,419

29,086

37,294

45,294

56,627

7.8

3.2

7.6

15.2

1.1

0.4

54.2

61.0

29.2

20.3

0 20 40 60 80 100

凡例

身体障がい者

(18歳以上・N=47,416）

身体障がい児

(18歳未満・N=1,110）

福岡市の身体障がい児・障がい者（手帳所持者数）の
障がい種別割合

(％)

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年6月末現在

視覚
障がい

肢体
不自由

内部機能
障がい

聴覚
障がい

音声・言語
障がい

3,860

3,796

3,550

12,418

19,628

25,900

0 10,000 20,000 30,000

2000

2005

2010

入院患者 外来患者

福岡市の精神障がい児・障がい者数
（精神科に入院・通院している患者数）の推移

(人)

資料：福岡市「福岡市精神障がい者の実態と保健医療福祉
サービスに関する調査」（2011年3月）

(注)2010年9月～2011年1月実施

(年)

16,278

23,424

29,450

16

●参考：障がいを持つ方に関する定義

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち

障がいの定義
対象年齢

（適用される法律） 福岡市における実態把握

福岡市障がい児・者等実態調査

●身体障がい者調査

●知的障がい者調査

●障がい児調査

●発達障がい児・者調査

福岡市精神障がい者の実態と
保健医療福祉サービスに関する調査

者
18歳以上

（精神障害者福祉法
第5条）

精
神
障
が
い 児

18歳未満
（精神障害者福祉法

第5条）

統合失調症、精神作業物質による急性中毒又はそ
の依存症、知的障がい、精神病質その他の精神疾
患を有するもの

身
体
障
が
い

者

児

18歳以上
（身体障害者福祉法

第4条）

18歳未満
（児童福祉法第4条

第2項）

下記に掲げる身体上の障がいがあり都道府県知事
から身体障害者手帳の交付を受けたもの
（障がいの種類）
①視覚障がい
②聴覚又は平衡機能の障害
③音声機能、言語機能又は咀しゃく機能の障がい
④肢体不自由
⑤心臓、じん臓又は呼吸器の機能の障がいその他
政令で定める障がい

者知
的
障
が
い 児

障がいの
種別

18歳以上
（知的障害者福祉

法）

18歳未満
（児童福祉法第4条

第2項）

知的発達の遅れ（概ねＩＱ75以下）により日常生活
への支障や、判断能力が不十分なもの

発
達
障
が
い

（発達障害者支援法第2条）

自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達障がい、学習
障がい、注意欠陥多動性障がいその他これに類する脳機能の障
がい。通常低年齢において発現するものとして政令で定めるも
の。18歳未満は「児」

1
4
7
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●福岡市民の25人に1人（56,627名）は、障がいを持つ方

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち

4.0

0.5

1.0

4.0

0.5

0.04

2.5

0 1 2 3 4 5

身体・知的障がい児・

障がい者全体

身体障がい児

（18歳未満）

知的障がい児

（18歳未満）

身体障がい者

（18歳以上）

知的障がい者

（18歳以上）

精神科入院・通院患者

20歳未満

精神科入院・通院患者

20歳以上

福岡市の障がい児・障がい者（手帳所持者数）
と精神科入院・通院患者数の人口に占める割合

(％)

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）

福岡市「福岡市精神障がい者の実態と保健医療福祉サービスに

関する調査」（2011年3月）
(注)身体・知的障がい者は、身体障害者手帳、療育手帳 所持者数（2010年6月末）

人口は2010年6月末の住民基本台帳登録人口と外国人登録人口合計値

(注)精神科入院・通院患者は2011年11月時点の患者数

人口は2010年9月末の住民基本台帳登録人口と外国人登録人口合計値

(注)身体・知的障がい児、障がい者調査と精神障がい者調査の対象区分の違いにより

年齢区分が異なる

福岡市の人口に対する障がい者等人数の状況

56,627人 ※市民25人に1人が対象者

身体障がい児
（18歳未満） 1,110人

知的障がい児
（18歳未満） 2,340人

身体障がい者
（18歳以上） 47,416人

知的障がい者
（18歳以上） 5,761人

29,450人

精神科入院・通院患者
20歳未満 106人

精神科入院・通院患者
20歳以上 29,344人

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）

　　　 福岡市「福岡市精神障がい者の実態と保健医療福祉サービスに関する調査」（2011年3月）

(注)身体・知的障がい者は、身体障害者手帳、療育手帳 所持者数（2010年6月末）

　　 人口は2010年6月末の住民基本台帳登録人口と外国人登録人口合計値

(注)精神科入院・通院患者は2011年11月時点の患者数

　　 人口は2010年9月末の住民基本台帳登録人口と外国人登録人口合計値

(注)身体・知的障がい児、障がい者調査と精神障がい者調査の対象区分の違いにより年齢区分が異なる

※身体障がい児・障がい者
知的障がい児・障がい者合計

精神科入院・通院患者合計
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●身体障がいを持つ方は、６５歳以上になると、２日に１度以上外出する人が激減する
●身体障がいのなかでも、障がい部位によって、外出頻度は異なる

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち

31.8

53.9

20.5

13.5

11.5

14.5

15.9

10.4

18.9

14.1

11.8

15.5

12.2

6.6

14.9

8.2

3.4

10.8

4.2

2.4

5.0

0 20 40 60 80 100

凡例

身体障がい者全体

（N=2,179)

身体障がい者

65歳未満（n=739)

身体障がい者

65歳以上（n=1,393）

身体障がい者の外出頻度

(％)

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年9月～2011年1月実施

(注)年齢別は「無回答」除く

月に
16回以上

月に
11-15回

月に
6-10回

月に
3-5回

月に
1-2回

外出
しない 無回答

31.8

24.8

36.6

29.0

37.2

13.5

15.5

10.8

11.7

17.7

15.9

15.5

12.2

18.4

13.5

14.1

17.4

12.7

13.6

14.8

12.2

15.5

11.7

12.8

10.9

8.2

7.5

9.4

10.6

3.3

4.2

3.7

6.6

3.9

2.6

0 20 40 60 80 100

凡例

身体障がい者全体

（N=2,179)

視覚障がい(n=161)

聴覚、平衡機能、音声・

言語障がい(n=213)

肢体不自由(n=1017)

内部機能障がい

(n=643)

身体障がい者・部位別外出頻度

(％)

月に
16回以上

月に
11-15回

月に
6-10回

月に
3-5回

月に
1-2回

外出
しない

無回答

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年9月～2011年1月実施
(注)障がい部位別は「その他」「無回答」除く
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●参考

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち

月に16回以上, 
56.8

月に11～15回, 
6.3

月に6～10回, 
8.0

月に3～5回, 
10.3

月に1～2回, 
9.8

外出しない, 5.3
無回答, 3.4

知的障がい者の外出頻度

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年9月～2011年1月実施

(％・N=871)

月に16回以上, 
81.7

月に11～15回, 
4.6

月に6～10回, 
6.6

月に3～5回, 
4.0

月に1～2回, 
0.9 外出しない, 0.6

無回答, 1.7

発達障がい児・障がい者の外出頻度

(％・N=350)

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年9月～2011年1月実施

月に16回以上, 
86.4

月に11～15回, 
3.5

月に6～10回, 
3.5

月に3～5回, 2.7

月に1～2回, 1.4 外出しない, 1.2

無回答, 1.4

障がい児（身体・知的・重複）の外出頻度

(％・N=740)

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年9月～2011年1月実施
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●障がいの種類によって、不便や困難を感じる場面が異なる

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち

40.7

31.1

27.3

15.5

14.2

14.0

13.4

11.8

6.0

5.2

5.2

0 20 40 60

歩道に段差が多い

歩道がない道路に
危険を感じる

道路に自転車などの
障害物が多い

障がい者用
トイレが少ない

外出に経費がかかりすぎる

障がい者が安心して利用
できる交通機関が少ない

駐車場が少ない

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ、ｴｽｶﾚｰﾀｰが設置
されている施設が少ない

エレベーターや障がい者用
ﾄｲﾚなどの案内標識が少ない

信号の変化がわかり
にくく、危険を感じる

まわりの人の目が気になる

身体障がい者(注)が
外出時に不便や困難を感じること（上位項目）

(％)

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年9月～2011年1月実施
(注)身体障がい者：視覚障がい者、聴覚・平衡機能・音声・言語障がい者、肢体
　　 不自由者、 内部機能障がい者、その他障がい者の合計

(N=2,179)

40.5

36.5

25.7

20.3

17.6

16.2

10.1

8.8

7.4

6.8

0 20 40 60

歩道に段差が多い

歩道がない道路に
危険を感じる

駐車場が少ない

道路に自転車などの
障害物が多い

障がい者が安心して利用
できる交通機関が少ない

障がい者用
トイレが少ない

付き添いをして
くれる人が少ない

まわりの人の目が気になる

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ、ｴｽｶﾚｰﾀｰが設置
されている施設が少ない

外出に経費がかかりすぎる

(％)

(n=148)

身体障がい児が
外出時に不便や困難を感じること（上位項目）

(％)

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年9月～2011年1月実施

(注)枠内は身体障がい児で相対的に高い項目
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Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち

37.4

29.9

18.6

16.8

15.4

14.7

14.1

10.9

8.4

7.9

0 20 40 60

歩道がない道路に
危険を感じる

まわりの人の目が気になる

付き添いをして
くれる人が少ない

障がい者が安心して利用
できる交通機関が少ない

外出に経費がかかりすぎる

道路に自転車などの
障害物が多い

困った時、周りの人が
助けてくれない

駐車場が少ない

歩道に段差が多い

信号の変化がわかり
にくく、危険を感じる

(％)

(n=441)

知的障がい児が
外出時に不便や困難を感じること（上位項目）

(％)

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年9月～2011年1月実施

(注)枠内は知的障がい児で相対的に高い項目

(％)

(n=441)

知的障がい児が
外出時に不便や困難を感じること（上位項目）

(％)

27.8

22.3

21.1

18.1

16.6

16.1

15.3

11.5

9.9

9.4

0 20 40 60

歩道がない道路に

危険を感じる

歩道に段差が多い
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障がい者が安心して利用

できる交通機関が少ない

外出に経費がかかりすぎる

障がい者用

トイレが少ない

困った時、周りの人が

助けてくれない

付き添いをしてくれる

人が少ない

駐車場が少ない

知的障がい者が
外出時に不便や困難を感じること（上位項目）

(％)

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年9月～2011年1月実施

(注)枠内は知的障がい者で相対的に高い項目

(N=871)
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●参考
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トイレなどの案内標識が少ない

駐車場が少ない

視覚障がいの人が
外出時に不便や困難を感じること（上位項目）

(％)

(n=161)

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年9月～2011年1月実施

(注)枠内は視覚障がい者で相対的に高い項目

29.1

26.3

19.7

13.1

12.7

8.0

7.0

7.0

6.6

6.1

0 20 40 60 80

歩道がない道路に

危険を感じる

歩道に段差が多い

道路に自転車などの

障害物が多い

外出に経費がかかりすぎる
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聴覚、平衡機能、音声・言語障がいの人が
外出時に不便や困難を感じること（上位項目）

(％)

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年9月～2011年1月実施

(n=213)
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外出時に不便や困難を感じること（上位項目）

(％)

(n=1,017)

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年9月～2011年1月実施

(注)枠内は肢体不自由の人が相対的に高い項目
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(％)

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年9月～2011年1月実施

(n=643)
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●身体に障がいを持つ方の１割近くが、「災害時に、頼れる人がいない」と回答
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知的障がい者（N=871)

発達障がい児・者（N=350)

障がい児・障がい者が災害時に頼れる人

(％)

資料：福岡市「福岡市障がい児・者等実態調査報告書」（2011年3月）
(注)2010年9月～2011年1月実施
(注)障がい児調査には設問なし
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●福岡市民の約60人に1人（23,532名）は、登録外国人である

福岡市の外国人登録数推移
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資料：1985～2008年は大都市比較年報、2009年は法務省入国管理局調べ
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資料：人口は住民基本台帳、

外国人登録者数は法務省入国管理局調べ
（注）人口は2010年3月末、外国人登録者数は
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●福岡（県）は、全国でも留学・就学生が多い地域である
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資料：(独)日本学生支援機構「平成22年度外国人留学生在籍状況調査結果」
(注)2010年5月1日現在在籍数

国内の留学生受入数上位大学

(人)

(福岡市)

(太宰府市)
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資料：(独)日本学生支援機構「平成22年度外国人留学生在籍状況調査結果」
(注)2010年5月1日現在在籍数

留学生・就学生受入上位都道府県（2010年）

(人)
64,535
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●福岡市在住の外国人の多くが、住みやすいと回答しているが、
災害避難場所など、緊急時に必要な情報を持っていない方が多い
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福岡市在住外国人の自宅近くの
災害避難場所認知状況

(N=420)

資料：福岡市「平成19年度外国籍市民アンケート報告書」（2008年3月）
(注)福岡市の外国人登録者のうち居住年数5年未満の20歳以上男女が対象
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外国人の福岡市住みやすさ評価

(％)

国
籍
別

資料：福岡市「平成19年度外国籍市民アンケート報告書」（2008年3月）
(注)福岡市の外国人登録者のうち居住年数5年未満の20歳以上男女が対象
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●福岡市在住の外国人には、近所に相談できる日本人や同じ国の人がいない方も少なくない
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(％)

資料：福岡市「平成19年度外国籍市民アンケート報告書」（2008年3月）
(注)福岡市の外国人登録者のうち居住年数5年未満の20歳以上男女が対象

相談できる人が「いる」とした人の国籍が「日本人」と回答した人の割合

福岡市在住外国人の国籍別 近所の相談できる日本人がいる人
（日常生活で困ったときに相談できる人が「いる」と回答した人）

64.3

63.2

60.4

34.7

0 20 40 60 80 100

中国・台湾(n=207)

その他アジア（n=38)

韓国・朝鮮(n=48)

アジア以外(n=49)

(％)

資料：福岡市「平成19年度外国籍市民アンケート報告書」（2008年3月）
(注)福岡市の外国人登録者のうち居住年数5年未満の20歳以上男女が対象

相談できる人が「いる」とした人の国籍が「同じ国の人」と回答した人の割合

福岡市在住外国人の国籍別 近所の相談できる同じ国の人がいる人
（日常生活で困ったときに相談できる人が「いる」と回答した人）
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●2035年、福岡市民の2人に1人が65歳以上になると予測されている

資料：国勢調査（1970年、1985年、2005年）、国勢調査抽出速報値（2010年）、国立社会保障・人口問題研究所「将来推計人口」（2035年）

福岡市の構造別人口の推移
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●老人医療費が高い福岡市は、生産年齢人口が減少すると、高齢者を支えきれなくなる
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増すグループ

医療費が上がると負担が増すグループ 相対的に健全なグループ

20都市平均費用

20都市平均人数

2007年　１人当たり老人医療費と高齢者１人を支える生産年齢人口

資料：厚生労働省「老人医療事業報告」平成19年度、住民基本台帳登録人口 平成19年
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●高齢化率を見ると、2005年時点で都心エリアにも20％以上の高齢化率の地区が多数出現

資料：2005年国勢調査 (注）GIS分析は福岡市による
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●福岡市では、高齢者のいる世帯において、単独世帯の割合が急増中

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち
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●賃貸住宅に、ひとり暮らしする高齢者の心配・悩みの上位には「経済的なこと」
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独居・持ち家(n=252) 独居・賃貸(n=326)

65歳以上の単身世帯における住居形態別にみた心配事や悩み事

資料：福岡市保健福祉局「平成22年度　福岡市高齢者実態調査」より集計
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●この２５年で、高齢者のいる世帯割合は増加、６歳未満の子がいる世帯割合は減少
●６歳未満の子のいる世帯割合は減少したが、世帯数は、この15年では増加傾向

＊子どもの数は減少したが、子を持つ親は減少していない

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち

69,874

63,237

57,426 57,679 58,247
62,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年

福岡市の6歳未満親族のいる世帯数推移
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資料：国勢調査
(注)2010年は1％抽出による速報値
(注)2010年は親族以外も含む対象世帯員のいる世帯数
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資料：国勢調査
(注)2010年は1％抽出による速報値
(注)2010年は親族以外も含む世帯数

福岡市の世帯総数の推移と
6歳未満・65歳以上の親族のいる世帯割合の推移
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●福岡市では、女性が子育て時期に仕事を持たない、Ｍ字型労働スタイルが見られる
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資料：福岡市「男女共同参画基本計画（第2次）」平成23年2月発行

（注）総務省 平成19年就業構造基本調査を基に作成されたもの

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち
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●日本女性のエンパワーメント指数の低さは、先進国では群を抜いている

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち

資料：福岡市「男女共同参画基本計画（第2次）」2011年2月
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●イギリスの雑誌モノクルにて最も住みやすい都市の17位⇒16位⇒14位⇒16位
●多くの観光客が訪れる福岡は、外から来た人へのユニバーサルデザインも重要

福岡は親しみやすく国際的だ
が、東京に比べれば規模の小
さい都市だ。しかし食事と買
い物では日本の首都を上回る。
だからこそモノクルが選ぶ
「ショッピング」のベストシ
ティは福岡で決まりだ。

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち

鹿児島県

宮 崎 県

熊 本 県

大 分 県佐賀県

長 崎 県

●

沖 縄 県

41.1%福 岡 県

3.8%

4.3%

4.0%

2.6%

2.0%

2.2%

0.9%

6.5%関 東 地 方

4.2%東海・中部地方

6.9%近 畿 地 方

中 国 地 方 8.5%

そ の 他 5.1%

海 外 7.9%

資料：福岡市「平成21年度福岡市観光客動態調査報告書」（2010年3月）
(注）調査票調査による（N=1,247）

来福観光客の居住地域別割合(2010年）

※比較的割合が
低い四国、北陸、
東北、北海道は
「その他」に含
まれている。
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●世界の都市総合力ランキング（森記念財団）では福岡市は28位
●しかし、分野別・アクター別で見ると、文化・交流・経済・研究・などの面では評価は低迷

18位 30位

30位
31位

29位

経営者

研究者

アーティスト観光客

生活者

福岡市のアクター別順位

14位

30位
30位

４位

35位

23位

経済

研究・
開発

文化・
交流

居住

環境

交通・
アクセス

福岡市の分野別順位

Ⅱ．福岡の今と未来（５）すべての人にやさしいまち
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Ⅲ．25年前を思い出しつつ、25年後を展望

1986年7月3日西日本新聞夕刊 1985年8月11日西日本新聞朝刊 1987年７月3日西日本新聞夕刊

1986年 新語・流行語大賞
新語部門

金賞 究極
銀賞 激辛
銅賞 ファミコン

流行語部門
金賞 新人類
銀賞 知的水準
銅賞 「亭主元気で留守がいい」
大衆賞 おニャン子
大衆賞 「プッツン」

25年前を思い出しつつ、議論を進めていきましょう

1986年2月21日
泉重千代が120歳で死去

（江戸時代生まれの人物が居なくなる）

1986年4月1日
男女雇用機会均等法施行

1986年11月12日
福岡市地下鉄箱崎線全通

39

フォーラム資料のＷＥＢ公開

http://f-shinvision.jp
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11

「アジアのリーダー都市ふくおか！プロジェクト」

第10回リレーフォーラム
25年後のために～次世代の育成
-データで語る福岡の今・未来-

2011年８月27日

（財）福岡アジア都市研究所 専門研究員 山下永子

注：本資料の数量を表すコメント（○倍、○億、等）は、イメージを伝えやすくするために概数を用いている場合があります。
数字を引用される場合は、グラフ・数表中のデータを用い、出典先を記載の上ご使用ください。

http://f-shinvision.jp

2

Ⅰ．地球・世界・日本の未来
（１）人口
（２）経済力
（３）購買力
（４）地球環境
（５）未来技術

Ⅱ．福岡の今と未来
（１）人口
（２）次世代の担い手たち
（３）次世代と家庭・社会
（４）世界のこどもの将来観
（５）国を超えるこどもたち
（６）国際的評価を受けるまち

Ⅲ．25年前を思い出しつつ、25年後を展望

０．データの構成

3

Ⅰ．地球・世界・日本の未来（１）人口

●国連は、今日から2050年までの間に人口は70億人から93億人になると予測
そして、その98％は、開発途上や新興地域の都市部で増加

●25年後、2036年頃の世界人口予測は、87億人
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6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020 2030 2040 2050

人口（百万）

（年）

世界人口は都市部で増加
地域別、発展段階別人口1950～2050年

都市・開発途上国

郊外・開発途上国

都市・先進国

郊外・先進国

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 (グラフはUN Population Division, World Population 
Prospects:The 2008 Revision, 2008を基に作成されたもの)、コメントはUN Population Division, 
World Population Prospects:The 2010 Revision, 2010による

（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所による
4

Ⅰ．地球・世界・日本の未来（２）経済力

●2050年、GDP世界一の座は中国に移り、２位に倍近い差
●米国は辛うじて２位を維持しているが、インドに抜かれそうに
●日本は８位、上位はBRICsなど新興国の独壇場に
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移動するグローバル経済力
2050年のGDP上位10カ国

（10億USドル）

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 （Goldman Sachs, BRICs and Beyond, 2007を基

に作成されたもの）

（注）各国GDPは2006年為替レートによる
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所による
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Ⅰ．地球・世界・日本の未来（３）購買力

●2030年までに、低所得・中所得の国々から、新たに８億人の中間層が誕生（２００５年比）
そして、その約半数がアジア太平洋地域の国々から

4億人

12億人

0

2

4

6

8

10

12

14

16

2005 2030

ミドルクラスの国が急速に成長
低～中所得（4,000～17,000ドル/人）国の人口（購買力平価）

サブサハラ アフリカ

南アジア

中東及び北アフリカ

ラテンアメリカ及びカリブ諸国

欧州及び中央アジア

東アジア及び太平洋諸国

世界人口に占める

割合（％）

（年）

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 (World Bank, Global Economic Prospects, 2007を基に作成されたもの)
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所による

6

Ⅰ．地球・世界・日本の未来（４）地球環境

●2050年までに温室効果ガスは52％増加し、地球の温度は1.7-2.4度上昇
その結果、インフラや穀物などに深刻なダメージ
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1970 1980 1990 2000 2010 2020 2030 2040 2050

二酸化炭素

換算量

（ギガトン）

（年）

温室効果ガス排出量は引き続き上昇
地域別温室効果ガス排出量

その他の国

BRIC（ブラジル、ロシア、インド、中国）

OECD

資料：WBCSD「Vision 2050」2010年 （OECD, Environmental Outlook to 2030, 2008を基に作成されたもの）
（注）日本語訳は（財）福岡アジア都市研究所によるもの

7資料：文部科学省「第９回デルファイ調査」2010年

未来技術年表：研究者が予測する技術の社会実用化予測年

●場所、時間、言語はもはや障害でなくなり、いつでもどこでも誰とでも働く世界になる

Ⅰ．地球・世界・日本の未来（５）未来技術

実現年 課題

大学院教育から職業訓練においてリカレント教育が一般的になり、社会･経済の変動に対応して
人材が流動するようになる

国際的なネットワーク人材マネジメントシステムが構築され、高度専門家が国境を越えて自由に
移動することが促進されるようになる

2025

我が国において、現在のリアルオフィスの勤務者が半分になるようなバーチャルオフィスシステ
ム（テレワークの発達により、各人がそれぞれ他所にいながら、勤務者の業務の管理が遠隔でで
きるようになり、指さしで指示できたり、内緒話もできたり、相手の手元のプリンターに印刷し
て書類を回したりなど、あたかも一堂に会して作業をしているよう臨場感を持つ）

コンテンツ（映画、音楽、書物、マンガ等）を創出できる人材の育成を目的とした学部・学科等
が我が国の総合大学の50％で設立される

グローバル化の進展により、日本の大企業の約半数で社内公用語が英語になる

2027 人間・ロボット・機械が仕事場所を共有し、安全・安心に仕事をするために必要な技術と制度

2028
売上額の1/2 が海外で発生するようなグローバル化した日本の大企業では、国内法人においても
新たな協働システムが構築され、その中枢を担う管理職、専門職の1/3 以上に外国人労働者を採
用するようになる

2032
初等教育において国外留学する生徒や、インターナショナルスクールに通う生徒が20％以上にな
る

2022

2026

88

Ⅱ．福岡の今と未来（１）人口

●2025年ごろ、福岡市の人口はゆるやかな減少に転じるが、老化は勢いを増しながら進行
●2030年、福岡市・福岡都市圏は現状維持の人口だが、九州では1300万⇒1100万人へ減
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★1,464
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（2002年福岡市の将来人口予測）

資料：国勢調査（1985‐2005年）、★は国勢調査速報値（2010年）、福岡市による推計値（2010～2030年）
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）次世代の担い手たち

●25年後の35～54歳、次世代を担う若い市民（10～29歳）は、約35万人

35,000

29,700

32,400

34,400

51,100

58,400

58,700

63,300

53,100

50,100

40,100

48,800

54,100

38,700

34,500

28,700

20,500

19,700

22,300

 0  50,000  100,000

0～4

5～9

10～14

15～19

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～69

70～74

75～79

80～84

85歳以上

不詳

女 性

(人)31,500

35,000

36,800

35,100

45,000

52,300

53,800

58,200

47,600

49,300

39,400

47,500

44,700

30,700

24,800

19,400

15,700

9,100

26,800

 0 50,000 100,000

男 性

資料：平成22年国勢調査
(注)1％抽出による速報値

(人)

福岡市 男女別5歳階級人口
（2010年国勢調査速報値）
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）次世代の担い手たち

●福岡市は大都市の中でも最も若者率（特に女性）が高く、活気があり華やかな都市だったが
この５年で、若者率は、仙台市、川崎市に抜かれて３位に
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神戸市(N=1,525,393)

横浜市(N=3,579,628)
北九州市（N=993,525）

若者

女性

（％）

12大都市の総人口に占める若者率（15歳～29歳）と女性の割合

資料：国勢調査（2005年）

【参考 2005年】
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女性若者率

総人口に占める若者の割合（15歳～29歳・全体と女性）大都市比較

（2010年国勢調査抽出集計）

(％)

資料：平成22年国勢調査速報
(注)1％抽出による速報値
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）次世代の担い手たち

●福岡市の若者率は1995年にピークを迎え、この15年間で、若者率は減少に推移
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福岡市の総人口に占める若者率(15歳～29歳）と女性の割合の推移

資料：国勢調査
（注）福岡市母数：1985年（N=1,160,440)、 1990年(N=1,237,062)、1995年(N=1,284,795)、 2000年(N=1,341,470)、

2005年(N=1,401,279)、2010年（N=1,476,000)※2010年は速報値

（年）
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）次世代の担い手たち

●この10年で、福岡市の高等教育機関の学生数は、約1万人減少

86,464
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福岡市の高等教育機関学生数（大学・大学院、短期大学、高等専門学校）
＊各種学校には一部高等教育機関以外のものも含む

資料：文部科学省（学校基本調査報告書）、教育委員会総務部企画課、
総務企画局企画調整部統計調査課

（注）1995年までは「福岡市統計書」1997年以降は福岡市ホームページ
公表のデータによる

（人）

（年）
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資料：大都市統計協議会「大都市比較年表」

大都市における大学・短大の学生数増減率（1998年→2009年）
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福岡市における中学校卒業後の進路別卒業者数の推移

資料：1985年～1995年教育委員会総務部総務課
2000年～2010年福岡県企画・地域振興部調査統計課

（注）高等学校等進学者は高等学校、高等専門学校、特別支援学校高等部進学者計

（16,248）

（18,482）

（16,367）
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（12,631）

（12,931）

（12,885）

（12,666）

（13,264）
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13

Ⅱ．福岡の今と未来（２）次世代の担い手たち

●この10年で、福岡市内高等学校の学生数は、約1万人減少
●福岡市は、毎年約５千人の高校生が社会増（流入-流出）

(1.5)

(1.5)

(1.3)

(2.2)

(2.4)

(2.5)

(2.5)

(2.5)
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(2.7)
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定時制

（定時制生徒の割合）

福岡市の高等学校（全日制・定時制計）生徒数と
定時制生徒の割合推移

資料：福岡県企画・地域振興部調査統計課
(注)本科生徒のみで専攻科は含まない

（人）
（年）

この３年間に中学卒業後、高校に進学した人37,503名
2010年の市内の高校生数42,628名

+5125名
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1,100 

999 

928 

981 
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4,013 
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1,552 

1,637 
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1,471 

1,325 
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2,020 
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1,254 

1,242 
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大学・短大別科、高校専攻科進学者 専修学校等入学者

就職者 その他

福岡市における高等学校卒業後の進路別卒業者数の推移

資料：1985年～1995年教育委員会総務部総務課
2000年～2010年福岡県企画・地域振興部調査統計課

（13,013）

（17,955）

（17,864）

（16,551）

（15,584）

（14,510）

（14,340）

（13,979）

（13,380）

（13,558）

（総数）
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）次世代の担い手たち

●この25年で、高校卒業後は、大学に進学する人が増え、就職者は減少
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882 
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66 
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847 

478 

516 
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0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000
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大学・短大別科、高校専攻科進学者 専修学校等入学者

就職者 その他

福岡市における高等学校卒業後の男女別にみた進路別卒業者数（2010年）

資料：福岡県企画・地域振興部調査統計課

（6,654）

（6,904）

（総数）
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●福岡(県）の高校生のほとんどが福岡県内の大学に進学
●福岡県の大学・大学院生のほとんどが、九州山口地域の出身、そして留学生も健闘

資料：学校基本調査（2010年）をもとに福岡市統計調査課作成
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14,731 1,511 1,289 1,183 1,062 918 1,136 309 1,388

大学への入学者数と入学した学校の所在地と学生の出身校所在地(2010年）
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●福岡（県）は、全国でも留学・就学生が多い地域
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1,662
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神戸大学
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資料：(独)日本学生支援機構「平成22年度外国人留学生在籍状況調査結果」
(注)2010年5月1日現在在籍数

国内の留学生受入数上位大学

(人)

(福岡市)

(太宰府市)

Ⅱ．福岡の今と未来（２）次世代の担い手たち

11,982

11,642
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(3.5)

(2.4)

(1.7)

(1.6)

(1.6)

(1.6)

(1.6)

(1.3)

(1.2)

(1.0)

(0.9)

(0.9)
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資料：(独)日本学生支援機構「平成22年度外国人留学生在籍状況調査結果」
(注)2010年5月1日現在在籍数

留学生・就学生受入上位都道府県（2010年）

(人)
64,535
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Ⅱ．福岡の今と未来（２）次世代の担い手たち

●福岡市は、20～24歳の市民のうち、４人に１人が、就業・通学していない（2005年）

2000年
-2005年

2000年
-2005年
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資料：国勢調査(2000年、2005年）
(注)その他：労働力人口のうち「休業者」「完全失業者」、非労働力人口のうち「家事」「その他」、および不詳の合計
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Ⅱ．福岡の今と未来 （３）次世代と家庭・社会

●福岡市の中高生世代は、自宅が最も居心地がよいが、家庭生活の満足度は低下傾向
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中学生(N=797)

高校生世代(N=769)

福岡市の中高生世代の居心地のいい場所

(％)

資料：福岡市「次世代育成支援に関するアンケート調査（中高生等）」（2009年）
(注)回答は２つまで
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資料：福岡市「次世代育成支援に関するアンケート調査（中高生等）」（2009年）

満足 まあ満足 少し不満 不満 無回答
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●福岡市の中高生世代は、家族、趣味、のんびり、を大切にする暮らし方を希望
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福岡市の中高生世代が希望する暮らし方

資料：福岡市こども未来局「平成21年度次世代育成支援に関するアンケート調査」

【中学生・高校生等、青年】2009年7月 20
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●こどもの虐待相談件数はこの数年増加傾向、虐待を受ける児童の年齢は広範囲
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福岡市こども総合相談センターと全国の虐待相談件数推移
(件)

資料：福岡市「平成23年度第1回福岡市子ども虐待防止活動推進委員会資料」（2011年6月）
厚生労働省「児童相談所における児童虐待相談対応件数」（2011年7月20日報道発表資料）
(注)2010年度の全国の件数は、宮城県、福島県を除いて集計した速報値
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資料：福岡市「少子・高齢化対策特別委員会資料」（2011年1月）

1
5
8



21

Ⅱ．福岡の今と未来 （４）世界のこどもの将来観
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資料：Benesse教育研究開発センター「学習基本調査・国際６都市調査」2008年
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資料：Benesse教育研究開発センター「学習基本調査・国際６都市調査」2008年
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●日本（東京）の小学生は、世界都市の小学生にくらべて、のんびり志向
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資料：Benesse教育研究開発センター「学習基本調査・国際６都市調査」2008年

(%)

※該当項目なし
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Ⅱ．福岡の今と未来 （４）世界のこどもの将来観

●日本（東京）の小学生の将来観は、世界都市の小学生とくらべて消極的

東京

ソウル

北京

ロンドン

ワシントンDC

ヘルシンキ

2.7

2.9

3.1

3.3

3.5

3.7

3.9

2.8 2.9 3.0 3.1 3.2 3.3 3.4 3.5 3.6 3.7 3.8

将来、一流に

平均  3.34

平均  3.36

資料：Benesse教育研究開発センター「学習基本調査・国際６都市調査」2008年
（注1）「（わが国は、）努力すればむくわれる社会だ」（「努力は報われる」）と「将来、一流の会社に入ったり、

一流の仕事につきたい」（「将来、一流に」）に対する回答について「とてもそう思う」を4 点、「ぜんぜんそう

思わない」を1 点とし、それぞれの項目について都市ごとに平均値を算出した。

（注2）平均は6 都市の平均値を示している。
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×

国際６都市の小学生比較 　～社会観と一流志向の関係～

将来、一流に

平均  3.34

平均  3.36

資料：Benesse教育研究開発センター「学習基本調査・国際６都市調査」2008年
（注1）「（わが国は、）努力すればむくわれる社会だ」（「努力は報われる」）と「将来、一流の会社に入ったり、

一流の仕事につきたい」（「将来、一流に」）に対する回答について「とてもそう思う」を4 点、「ぜんぜんそう

思わない」を1 点とし、それぞれの項目について都市ごとに平均値を算出した。

（注2）平均は6 都市の平均値を示している。
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×

Ⅱ．福岡の今と未来（５）国を超えるこどもたち

●アジア太平洋こども会議イン福岡は、多様な文化交流を通じてクリエイティブな人材を育成

1988年～2008年（20年間）
・こども大使（アジア太平洋地域から福岡にやってきたこどもたち） 7,144人
・シャペロン（随行員） 1,003人
・ピース大使(10回目以降、再度福岡にやってきたこども大使） 404人
・ホストファミリー 5,489人
・派遣事業参加者 1,926人
・市民ボランティア（2008年7月18日現在） 約4,800人

資料：アジア太平洋こども会議・イン福岡20周年記念誌（2008年7月）
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Ⅱ．福岡の今と未来（６）国際的評価を受けるまち

●イギリスの雑誌モノクルにて最も住みやすい都市の17位⇒16位⇒14位⇒16位
●モノクルでは2008年「ショッピング・ベストシティ」にも選出

福岡は親しみやすく国際的だ
が、東京に比べれば規模の小
さい都市だ。しかし食事と買
い物では日本の首都を上回る。
だからこそモノクルが選ぶ
「ショッピング」のベストシ
ティは福岡で決まりだ。

26

●世界の都市総合力ランキング（森記念財団）では福岡市は28位
●しかし、分野別・アクター別で見ると、文化・交流・経済・研究・などの面では評価は低迷

18位 30位

30位
31位

29位

経営者

研究者

アーティスト観光客

生活者

福岡市のアクター別順位

14位

30位
30位

４位

35位

23位

経済

研究・
開発

文化・
交流

居住

環境

交通・
アクセス

福岡市の分野別順位

Ⅱ．福岡の今と未来（６）国際的評価を受けるまち

Ⅲ．25年前を思い出しつつ、25年後を展望

1987年5月14日西日本新聞夕刊

1986年6月21日西日本新聞朝刊

2月23日 三倉茉奈・佳奈
3月11日 篠田麻里子(AKB48)
3月16日 高橋大輔
3月28日 レディー・ガガ
5月25日 上野樹里
6月13日 本田圭佑
6月15日 上田桃子
8月16日 ダルビッシュ有
8月21日 ウサイン・ボルト
8月22日 北川景子
9月12日 長友佑都
9月13日 小林可夢偉
10月1日 神田沙也加
11月17日 亀田興毅

25年前に生まれた、現代の担い手
（1986年生まれ）
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フォーラム資料のＷＥＢ公開

http://f-shinvision.jp

全10回のデータは、新ビジョン基礎調査チームで作成いたしました。

秋吉加奈子、白水美津代、寺本雅子、畠山尚久、山下永子
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